
1　（関　悠倫）

『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
遼
代
に
お
け
る
流
通

―
房
山
石
経
の
記
述
と
周
辺
事
情
―

関

　

悠

倫

一
、
は
じ
め
に

　

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、『
釈
論
』
の
成
立
時
期
を
、
幾
つ
か
の
資
料
を
呈
示
す
る

こ
と
で
、
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。
成
立
地
に
つ
い

て
も
中
国
で
製
作
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し

1た
。
加
え
て
『
釈
論
』

に
は
華
厳
思
想
ば
か
り
で
は
な
く
、
初
期
密
教
の
教
理
も
合
わ
せ
持
っ
て
い
る
こ

と
を
論
じ
て
き

2た
。

　

本
研
究
で
は
以
上
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
遼
代
に
石
経
事
業
を
指
揮
し
た

道
宗
皇
帝
、
当
事
業
の
中
心
的
な
人
物
で
あ
る
通
理
大
師
、
そ
れ
以
後
の
『
釈

論
』
を
取
り
扱
う
論
師
達
の
動
向
か
ら
、
遼
代
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
流
通
を
審

ら
か
に
し
た
い
。
つ
ま
り
『
釈
論
』
が
中
国
に
お
い
て
大
い
に
受
容
さ
れ
て
き
た

こ
と
、
そ
し
て
密
教
と
の
接
点
を
有
す
る
典
籍
で
あ
る
点
を
論
じ
る
こ
と
で
、
あ

ら
た
め
て
『
釈
論
』
が
中
国
に
お
い
て
製
作
さ
れ
た
と
す
る
説
を
補
強
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

二
、
遼
代
の
流
通
に
関
す
る
先
行
研
究
の
見
解
と
方
法
論

　

こ
こ
で
は
遼
代
の
『
釈
論
』
の
流
通
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
先
行
研
究
の
見

解
を
中
心
に
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
中
国
圏
内
で
撰
述
さ
れ
た
『
釈
論
』
の
末
釈
を
検
討
し
、
遼
代
の
石
経
事

業
に
つ
い
て
考
察
し
た
塚
本
善
隆
の
論
考
が
あ
る
。
塚
本
説
で
は
「
通
理
大
師
の

刻
経
目
録
に
於
い
て
、
特
に
注
意
を
要
す
る
も
の
は
、
第
五
百
六
十
八
帙
「
寧
」

に
属
し
た
『
釈
摩
訶
衍
論
』
が
刻
せ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
、

そ
れ
は
仏
教
学
界
の
重
大
事
件
た
る
契
丹
大
蔵
経
の
内
容
に
つ
い
て
、
頗
る
重
要

な
暗
示
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ

3る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
こ
の
説
は

『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
な
地
域
で
成
立
し
た
の
か
ま
で
は
言
及
が
な
い
。

　

次
に
遼
代
の
密
教
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
鎌
田
茂
雄
の
論
考
が
あ
る
。
鎌
田

説
は
『
釈
論
』
が
遼
代
の
密
教
受
容
の
中
に
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
指
摘

し
て
い

4る
。
つ
ま
り
鎌
田
説
は
、
華
厳
と
密
教
を
融
合
さ
せ
る
な
か
で
『
釈
論
』

の
思
想
が
一
役
買
っ
て
お
り
、
当
時
造
論
さ
れ
た
『
釈
論
』
の
末
釈
を
密
教
関
係

の
典
籍
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
独
自
性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
塚
本
、
鎌
田
、
両
氏
の
指
摘
は
、
遼
代
の
石
経
事
業
や
当
代
の
仏

教
に
『
釈
論
』
が
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
と
す
る
興
味
深
い
指
摘
を
し
て
お
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り
参
考
に
な
る
点
が
多
い
。
し
か
し
『
釈
論
』
の
成
立
地
等
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん

ど
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
遼
代
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
流
通
に
つ
い
て
は
手
つ
か

ず
の
た
め
検
討
の
余
地
が
あ
る
。

　

本
研
究
で
は
、
従
来
の
方
法
に
鑑
み
ら
れ
て
い
な
い
視
点
―
『
釈
論
』
が
流
布

し
た
足
跡
を
洗
い
出
す
と
い
う
点
―
を
念
頭
に
入
れ
な
が
ら
、
遼
代
の
流
通
を
概

観
す
る
こ
と
で
『
釈
論
』
の
受
容
さ
れ
た
形
跡
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。

三
、�

房
山
石
経
に
つ
い
て�

―
石
経
の
記
録
に
見
え
る
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
実
像
―

三
―
一
　
房
山
雲
居
寺
に
つ
い
て
　
―
開
創
か
ら
通
理
大
師
ま
で
史
的
概
観
―

　

雲
居

5寺
を
開
創
し
た
人
物
は
、
隋
代
の
僧
静
琬
と
い
い
、
そ
の
創
建
の
目
的

は
、
法
滅
に
よ
り
正
法
が
廃
れ
る
こ
と
を
恐
れ
そ
れ
に
備
え
る
た
め
と
さ
れ

6る
。

本
節
の
目
的
で
あ
る
『
釈
論
』
と
の
接
点
は
、
遼
の
八
代
皇
帝
で
あ
る
、
道
宗

（
生
没
一
〇
三
二
～
一
一
〇
一
・
在
位
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）
の
時
代
に
明
確

に
な
る
。
詳
し
く
は
後
述
す
る
と
し
て
、
こ
こ
で
は
「
大
遼
涿
州
鹿
山
雲
居
寺
続

秘
蔵
石
経
塔
記
」（
以
下
「
石
経
塔
記
」）
を
確
認
し
た
い
（
関
連
箇
所
に
傍
線
を

付
す
）。

　
　

�

大
遼
留
公
法
師
奏
、
聞
聖
宗
皇
帝
、
賜
普
度
壇
利
銭
、
続
而
又
造
、
次
興
宗

皇
帝
、
賜
銭
又
造
、
相
国
場
公
遵
勗
、
梁
公
頴
奏
、
聞
道
宗
皇
帝
、
賜
銭
造

経
、
四
十
七
帙
、
通
前
上
石
共
計
一
百
八
十
七
帙
、
已
厝
東
峰
七
石
室
内

見
、
今
大
蔵
仍
未
及
半
有
、
故
上
人
通
理
大
師
、
緇
林
秀
出
、
名
実
倶
高
、

教
風
一
扇
、
草
偃
八
宏
、
其
余
徳
業
、
具
載
宝
峰
本
寺
遺
行
碑
中
、
師
因
游

茲
山
寓
宿
其
寺
、
嘅
石
経
未
円
有
、
続
造
之
念
、
興
無
念
慈
、
為
不
請
友
、

至
大
安
九
季
正
月
一
日
、
遂
於
茲
寺
、
開
放
戒
壇
、
仕
庶
道
俗
、
入
山
受

戒
、
叵
以
数
知
、
海
会
之
衆
、
孰
敢
評
之
、
師
之
化
縁
、
寔
亦
次
之
、
方
尽

暮
春
、
始
得
終
罷
、
所
獲
施
銭
、
乃
万
余
鏹
、
付
門
人
見
右
街
僧
録
通
慧
円

照
大
師
善
定
、
校
勘
刻
石
、
石
類
印
板
、
背
面
倶
用
、
鐫
経
両
紙
、
至
大
安

十
年
、
銭
已
費
尽
、
功
且
権
止
、
碑
四
千
八
十
庁
、
経
四
十
四
帙
、
題
名
目

録
、
具
列
如
左
、
未
知
後
代
、
更
更
継
之
、
又
有
門
人
講
経
、
沙
門
善
鋭

7念

　

こ
れ
は
天
慶
八
年
（
一
一
一
八
）
に
雲
居
寺
南
塔
の
下
に
建
立
さ
れ
た
仏
堂
に

関
し
て
の
事
績
が
記
録
さ
れ
た
も
の
で
、
選
者
は
𢘿
題
沙
門
志
才
と
い
う
人
物
で

あ
る
（
雲
居
寺
も
し
く
は
付
近
の
僧
で
、
文
筆
に
秀
で
た
人
物
と
さ
れ

8る
）。

　

そ
こ
に
は
、
聖
宗
（
生
没
九
七
二
～
一
〇
三
一
・
在
位
九
八
二
～
一
〇
三
一
）

が
資
金
援
助
し
、
そ
の
事
業
を
興
宗
（
生
没
一
〇
一
六
～
一
〇
五
五
・
在
位
一
〇

三
一
～
一
〇
五
五
）
が
引
き
継
い
で
い
く
。
そ
し
て
道
宗
に
出
資
を
促
し
た
の
は

「
国
場
公
遵
勗
」
と
「
梁
公
頴
奏
」
と
さ
れ
る
。

　

王
族
の
事
業
で
あ
っ
て
も
経
蔵
の
半
分
ほ
ど
し
か
刻
経
さ
れ
ず
、
そ
れ
を
知
っ

た
通
理
大
師
が
一
念
発
起
し
て
、
大
安
八
年
（
一
〇
九
二
）
に
広
く
浄
財
を
募
る

た
め
、
雲
居
寺
を
道
俗
関
わ
ら
ず
開
放
し
、
受
戒
法
会
を
執
行
し
た
。
大
安
九
年

（
一
〇
九
三
）
正
月
一
日
か
ら
春
ま
で
約
三
箇
月
に
わ
た
り
行
い
、
法
要
で
得
た
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浄
財
を
事
業
に
充
当
し
た
と
す
る
。

　

通
理
大
師
は
、
刻
経
の
際
に
『
契
丹
大
蔵
経
』
を
底
本
と
し
て
参
照
し
た
と
さ

れ
て
い
る

9が
、
当
文
献
は
こ
れ
ま
で
現
存
（
最
近
、
韓
国
で
一
部
が
発
見
さ
れ
た

と
す

10る
）
し
て
い
な
い
と
さ
れ
て
き
た
。
小
野
玄
妙
は
試
案
と
し
て
周
辺
資
料
に

基
づ
き
再
構
築
し
た
も
の
が
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
シ
リ
ー
ズ
の
別
巻
に
収
載
さ

れ
て
い

11る
。

　

そ
し
て
先
に
引
用
し
た
「
石
経
塔
記
」
に
は
、『
契
丹
大
蔵
経
』
を
底
本
と
し

て
い
る
形
跡
が
確
認
で
き
る
記
述
が
あ
る
。
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

　
　

�

校
勘
の
石
経
、
石
は
印
版
に
類
し
、
背
と
面
倶
に
用
い
て
、
経
両
紙
を
鐫

る
。

　

道
宗
の
治
世
に
お
い
て
は
、
房
山
石
経
に
刻
経
す
る
際
、
経
蔵
を
底
本
と
し
て

い
た
こ
と
が
分
か
る
。
こ
の
記
事
の
信
憑
性
を
裏
付
け
る
指
摘
に
、
竺
沙
雅
章
が

以
下
の
よ
う
に
論
じ
て
い
る
の
で
確
認
し
た
い
。

　
　

�

と
く
に
道
宗
時
に
は
三
十
余
行
・
行
数
十
字
に
及
ぶ
大
碑
が
つ
く
ら
れ
た

が
、
つ
づ
く
通
利
（
理
）
大
師
が
刻
し
た
石
経
は
横
長
の
小
碑
で
あ
っ
た
。

林
元
白
「
房
山
遼
刻
石
経
概
観
（
下
）」（『
現
代
仏
学
』
一
九
六
一
―
三
）

に
掲
げ
る
挿
図
を
み
る
と
、『
大
方
等
陀
羅
尼
経
』
巻
一
は
一
行
十
七
字
、

印
刷
本
な
ら
ば
紙
縫
に
あ
た
る
部
分
、
石
経
で
は
首
行
に
「
大
方
等
陀
羅
尼

一　

十　

覆
」
の
文
字
が
見
え
る
。
経
題
に
つ
づ
く
「
一
」
は
巻
数
、「
十
」

は
張
数
、「
覆
」
は
千
文
字
帙
号
で
あ
っ
て
、
印
刷
本
の
形
を
そ
の
ま
ま
刻

し
た
の
で
あ
ろ
う
（
拓
片
三
）。
ま
た
天
祚
帝
保
大
元
年
（
一
一
二
一
）
刻

『
清
浄
観
世
音
菩
薩
普
賢
陀
羅
尼
経
』
も
ま
た
一
行
十
七
字
で
あ
り
、
経
の

尾
題
下
に
「
羊
」
の
帙
号
が
刻
さ
れ
て
い
る
（
拓
片
四
）。
以
上
、『
校
正
別

録
』
の
記
録
と
房
山
石
経
の
形
状
か
ら
み
れ
ば
、
契
丹
蔵
が
毎
行
十
七
字
詰

で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ

12る
。

　

さ
ら
に
竺
沙
は
、「
契
丹
蔵
の
刊
行
を
始
め
た
興
宗
時
代
の
重
煕
十
一
年
（
一

〇
四
二
）
か
ら
二
十
四
年
間
に
刻
し
た
『
大
宝
積
経
』
に
、
す
で
に
『
随
函
録
』

と
同
じ
帙
号
が
付
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
石
経
に
帙
号
を
附
け
る
こ
と
が
契

丹
蔵
の
刊
行
と
ほ
ぼ
同
じ
時
期
に
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
、
印
経
と
石
経

と
の
関
係
づ
け
た
妻
木
説
の
正
し
さ
が
立
証
さ
れ

13る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

　
『
契
丹
大
蔵
経
』
の
様
相
を
確
認
で
き
る
も
の
と
し
て
、
五
代
石
普
の
河
洪
撰

『
新
集
蔵
経
音
義
随
函
録
』（
以
下
『
随
函
録
』）
が
あ
る
。
こ
の
事
実
を
指
摘
し

た
の
が
妻
木
直
良
で
あ
る
。
さ
ら
に
妻
木
の
論
考
を
確
認
す
る
と
、
妻
木
は
『
契

丹
大
蔵
経
』
は
す
べ
て
五
百
七
十
九
帙
が
あ
り
、
編
号
に
つ
い
て
は
、
麗
本
と
宗

本
と
『
開
元
釈
経
録
略
出
』
の
千
文
字
帙
号
と
は
合
わ
ず
、『
随
函
録
』
の
み
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し

14た
。

　

先
行
研
究
の
説
を
総
合
す
る
と
、『
契
丹
大
蔵
経
』
の
雕
造
開
始
を
重
煕
一
一

年
（
一
〇
四
二
）
と
し
、
咸
雍
四
年
（
一
〇
六
八
）
に
は
五
七
九

15帙
が
雕
印
さ
れ



4

た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
敇
旨
に
よ
っ
て
加
増
分
が
雕
造
さ
れ
、
遼
の
末
ま
で
継

続
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
雕
造
し
て
い
る
最
中
、
道
宗
の
治
世
で
あ
る
清
寧
九
年

（
一
〇
六
三
）、
す
な
わ
ち
高
麗
文
宗
一
七
年
に
、
高
麗
へ
『
契
丹
大
蔵
経
』
が
輸

出
さ
れ
た
と
す
る
。
し
た
が
っ
て
『
契
丹
大
蔵
経
』
の
事
業
が
完
遂
し
た
の
は
咸

雍
八
年
（
一
〇
七
二
）、
高
麗
で
は
文
宗
二
六
年
の
時
代
と
す

16る
。

　

こ
れ
ら
の
情
報
は
以
降
の
考
察
で
も
、『
釈
論
』
が
国
家
間
で
輸
出
入
さ
れ
た

経
緯
を
勘
案
す
る
上
で
押
さ
え
る
べ
き
点
で
あ
る
。
次
項
で
は
通
理
大
師
と
『
釈

論
』
の
関
係
を
中
心
に
見
て
い
こ
う
。

三
―
二
　�

通
理
大
師
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』�

―
「
石
経
塔
記
」
と
「
□
□
上
人
墳
塔
記
」
の
記
述
―

　

先
に
通
理
大
師
の
刻
経
事
業
に
つ
い
て
「
石
経
塔
記
」
の
記
事
を
中
心
に
確
認

し
て
い
く
。
理
解
考
究
の
た
め
当
該
箇
所
を
以
下
に
抜
き
出
す
と
（
傍
注
並
び
に

表
記
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
）、『
釈
摩
訶
衍
論
』
と
い
う
名
は
以
下
の
順
番
に
示

さ
れ
て
い
る
。

　

●�

大
丈
夫
論
二
巻
・
入
大
乗
論
二
巻
・
大
乗
掌
珍
論
二
巻
・
大
乗
五
蘊
論
一

巻
・
大
乗
広
五
蘊
論
一
巻
・
大
乗
起
信
論
一
巻
・
宝
行
王
正
論
一
巻　

命

（
一
帙
）

　

●
摩
訶
衍
論
十
巻　

寧
（
一
帙
）

　

●
大
乗
本
生
心
地
観
経
八
巻　

壁
（
一
帙
）

　

●
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
十
巻　

杜
（
一
帙
）

　

次
に
、
①
千
文
字
で
あ
る
帙
名
の
「
命
」・「
寧
」・「
壁
」・「
杜
」
と
い
う
順
は

何
を
意
味
し
て
い
る
の
か
、
②
『
起
信
論
』
が
一
巻
と
表
記
さ
れ
て
い
る
の
は
な

ぜ
か
、
③
『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
刻
経
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
、

と
い
う
以
上
の
三
点
に
つ
い
て
順
に
考
察
し
て
み
た
い
。
な
お
、
こ
こ
で
は
『
随

函
録
』
を
比
較
資
料
と
し
て
用
い

17る
。

　

①
は
、
ま
ず
『
随
函
録
』
の
帙
に
対
す
る
典
籍
の
所
属
を
確
認
す
る
と
、「
大

乗
経
」・「
大
乗
論
」・「
小
乗
経
」・「
小
乗
律
」・「
小
乗
論
」・「
賢
聖
集
」・「
追
加

分
」
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
と
分
か
る
。「
石
経
塔
記
」

と
比
較
し
て
み
る
と
、『
釈
論
』
の
「
寧
」、『
大
乗
本
生
心
地
観
経
』
の
「
壁
」、

『
大
乗
理
趣
六
波
羅
蜜
経
』
の
「
杜
」
の
三
種
は
「
追
加
分
」
に
所
属
し
て
い
る

こ
と
に
な

18る
。

　

次
に
②
は
、『
随
函
録
』
と
「
石
経
塔
記
」
の
「
命
」
の
内
容
を
比
較
す
る
と

大
よ
そ
合
致
し
て
い

19る
。
し
か
し
『
随
函
録
』
に
は
続
き
の
文
字
と
し
て
「
臨
」

と
「
深
」
と
「
履
」
等
の
帙
が
続
く
。
こ
こ
に
挙
げ
た
前
の
二
帙
は
大
乗
論
書
、

後
の
一
帙
は
小
乗
教
を
入
蔵
し
て
い
る
。
参
考
ま
で
に
筆
者
が
整
理
し
た
内
容
を

記
載
す
る
こ
と
に
し
た

20い
。

　
　

臨　

大
乗
起
信
論
等
十
一
巻
同
帙

　
　
　
　

�
大
乗
起
信
論
二
巻
、
三
無
性
品
二
巻
、
発
菩
提
心
経
論
二
巻
、
無
相
論



5　（関　悠倫）

二
巻
、
観
所
縁
論
釈
一
巻
、
方
便
心
論
一
巻
、
如
実
論
一
巻

　
　

深　

廻
諍
論
等
十
六
論
十
六
巻
一
帙

　
　
　
　

�

廻
諍
論
一
巻
、
大
乗
法
界
無
差
別
論
一
巻
、
提
婆
菩
薩
破
楞
伽
経
中
外

道
小
乗
四
宗
論
一
巻
、
提
婆
菩
薩
檡
楞
伽
経
中
外
者
小
乗
涅
槃
論
巻
、

縁
生
論
一
巻
、
百
字
論
一
巻
、
十
二
因
縁
論
一
巻
、
壱
輸
盧
迦
論
一

巻
、
大
乗
百
法
明
門
論
本
事
分
中
略
録
名
数
一
巻
、
観
総
相
論
頌
一

巻
、
止
観
門
論
頌
一
巻
、
手
杖
論
一
巻
、
設
論
一
巻
、
六
門
教
授
習
定

論
一
巻
、
解
裷
論
一
巻
、
掌
中
論
一
巻

　
　

小
乗
経
二
百
四
十
部
六
百
十
八
巻
四
十
八
帙

　
　

小
乗
経
音
義
第
四
之
一

　
　

履　

�

長
阿
含
経
一
部
二
十
一
巻
、
第
一
帙
十
一
巻
、
第
一
巻
、
第
二
巻
、
第

三
巻
、
第
四
巻
、

　

以
上
を
見
る
限
り
、『
随
函
録
』
に
基
づ
け
ば
「
命
」
か
ら
「
寧
」
の
間
に

は
、「
小
乗
経
」・「
小
乗
律
」・「
小
乗
論
」・「
賢
聖
集
」
ま
で
の
計
四
部
二
二
二

帙
と
い
う
量
を
割
愛
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
す
な
わ
ち
「
石
経
塔
記
」
で
は
、

意
図
的
に
新
訳
で
あ
る
実
叉
難
陀
訳
『
大
乗
起
信
論
』
を
除
い
て
、
真
諦
訳
『
大

乗
起
信
論
』
の
み
刻
経
し
、
直
ぐ
に
「
寧
」
の
帙
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
『
釈
論
』

に
手
を
伸
ば
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
処
理
に
は
何
か
し
ら
の
意
図
が
働
い

て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
こ
れ
は
『
釈
論
』
が
真
諦
訳
『
大
乗
起
信
論
』
の
注
釈

書
で
あ
る
関
係
を
考
慮
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

　

そ
こ
で
『
釈
論
』
と
通
理
大
師
が
如
何
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か
見
て
い
き
た

い
。
こ
れ
に
関
連
す
る
記
述
が
、
遼
代
の
公
文
書
簡
を
記
録
し
た
『
遼
文
存
』
の

「
□
□
上
人
墳
塔
記
」（
以
下
「
上
人
墳
塔
記
」）
に
見
出
せ
る
（
括
弧
は
傍
注
、

傍
線
は
筆
者
が
付
し
た
も
の
）。

　
　

□
□
上
人
墳
塔
記
（
❶

天
慶
十
年
）

　
　

�

師
諱
崇
昱
、
俗
姓
李
氏
、
安
次
縣
崇
福
里
人
也
、

近
齠
齓
有
異
常
童
□
進

止
施
為
皆
出
家
、
相
始
秊
廿
一
禮
當
縣
□
□
□
義
隆
法
師
、
為
師
勤
奉
左
右

□
□
□
□
□
□
□
□
□
遇
恩
具
□
大
尸
羅
尓
後
□
親
妙
理
僧
□
□
□
□
□
□

□
登
渉
海
岳
授
□
説
金
輪
、
於
燕
台
永
泰
寺
疏
全
臻
師
年
二
十
四
於
本
寺
、

啓
唯
識
瑜
伽
論
窮
、
於
□
□
□
□
始
未
次

迴
相
帰
性
、
充
楊
令
公
大
王
講

主
閣
開
華
厳
□
経
、
月
満
三
遍
玄
談
七
十
席
、
❷

摩
訶
衍
論
・
菩
薩
戒
・
金

剛
般
若
等
経
、
聨
綿
不
絶
厯
方
度
化
、
踵
普
賢
之
先
、
蹤
遍
境
澇
籠
躡
聖
人

之
後
、
跡
萬
類
含
霊
一
心
垂
濟
師
之
願
也
、
大
安
初
豁
然
大
悟
曰
、
市
朝
名

利
水
月
空
花
究
、
之
非
真
在
人
成
累
遂
罄
捨
衣
𥁊
賑
貧
施
乏
無
、
復
遺
餘
遐

訪
孤
征
首
抵
、
王
家
島
先
有
通
理
策
大
師
住
止
、
於
此
□
授
以
達
摩
伝
心
之

要
、
一
見
情
通
事
重
告
、
❸

至
八
年
結
心
相
與
返
詣
西
峯
駐
錫
、
於
石
経
山

雲
居
寺
與
師
同
辦
石
経
、
復
更
数
禩
□
、
又
遷
住
佛
岩
山
丈
室
寂
居
門
絶
賓

友
曁
、
天
慶
四
年
秋
八
月
因
還
本
刹
拝
先
師
塔
、
至
十
二
月
十
一
日
夜
、
誨

門
人
曰
、
日
中
有
昃
月
満
有
虧
物
盛
有
衰
人
生
有
蔵
□
□
□
省
□
易
吾
言
時

在
寅
初
□
常
睡
眠
恬
、
然
而
逝
数
齢
七
十
、
有
六
僧
夏
六
十
至
十
三
日
、
荼
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毗
於
寺
西
北
隅
、
是
時
日
慘
天
昏
道
俗
号
慟
、
焚
無
異
氣
舌
不
変
灰
、
至
九

年
二
月
建
石
塔
、
於
先
師
塋
穴
之
乾
位
祥
訁
等
念
師
解
行
之
絶
倫
性
相
之
該

博
誘
物
之
夤
縁
講
傳
之
独
歩
恐
陵
移
海
変
□
□
嘉
声
謹
募
殊
工
刻
石
成
記

（
拓
本　

碑
在
東

21安
）

　

こ
の
記
事
は
「
通
理
大
師
」
で
は
な
く
「
通
理
策
大
師
」
と
あ
る
。
塚
本
善
隆

は
「
通
理
策
師
が
所
謂
「
通
理
大
師
」
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
通
理
大
師
は

石
経
山
に
来
る
前
は
、
王
家
島
（
宛
平
？　

中
国
今
地
名
大
辞
典
参
照
）
に
住
し

た
禅
の
達
人
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ

22る
」
と
指
摘
し
て
い
る
が
、
説
明
が
簡
略

で
あ
る
の
で
補
足
を
試
み
た
い
と
思
う
。

　

そ
こ
で
❶
～
❸
の
番
号
を
付
し
た
順
に
考
え
て
み
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

ま
ず
❶
の
天
慶
十
年
は
、
西
暦
一
一
二
〇
年
で
あ
る
か
ら
、
道
宗
の
次
代
、
天

祚
帝
（
一
一
〇
一
―
一
一
二
五
）
の
治
世
を
示
し
て
い
る
。
❷
は
、
重
煕
二
四
年

（
一
〇
五
五
）
か
ら
翌
年
の
清
寧
二
年
（
一
〇
五
六
）
の
間
、
通
理
策
大
師
が

『
摩
訶
衍
論
』、『
菩
薩
戒
』、『
金
剛
般
若
』
等
の
典
籍
を
講
讃
し
た
と
す
る
記
録

が
確
認
で
き
る
。
前
の
行
に
目
を
転
じ
れ
ば
、『
瑜
伽
』、『
唯
識
』、『
華
厳
経
』

も
研
究
し
王
侯
貴
族
の
た
め
に
講
義
を
し
て
い
た
と
す
る
。

　

最
後
に
❸
は
、
通
理
策
大
師
が
大
安
八
年
（
一
〇
九
二
）
に
房
山
雲
居
寺
に
入

寺
し
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。「
石
経
塔
記
」
に
は
大
安
九
年
に
寺
を
開
放
し
受

戒
会
を
執
行
し
て
い
る
の
で
、
時
期
的
に
も
違
和
感
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
彼
は
七

十
六
歳
で
入
寂
し
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
彼
が
入
寺
し
た
の
は
、
五
十
四
歳

前
後
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
、「
石
経
塔
記
」
の
記
録
と
合
致
し
て
お
り
、「
上
人
墳
塔

記
」
は
通
理
大
師
の
事
績
を
述
べ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
何
よ
り
も
通

理
大
師
が
道
宗
治
世
以
前
よ
り
『
釈
論
』
の
存
在
を
周
知
し
て
い
た
こ
と
を
知
り

得
る
重
要
な
記
述
と
い
え
よ
う
。『
釈
論
』
が
当
時
か
な
り
知
名
度
の
あ
る
典
籍

で
あ
っ
た
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
ま
ず
②
に
対
す
る
見
解
を
述
べ
る
と
、『
釈
論
』
が
真
諦

訳
の
『
起
信
論
』
の
注
釈
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
旧
訳
を
採
用
し
新
訳
で
あ
る
実

叉
難
陀
訳
を
割
愛
し
た
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
③
に
つ
い
て
は
、
通
理
大

師
が
皇
帝
の
命
に
よ
り
『
釈
論
』
を
研
究
し
講
義
し
て
い
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ

た
と
想
定
で
き
る
。

　

で
は
次
に
こ
こ
で
得
ら
れ
た
見
解
を
踏
ま
え
て
、
道
宗
と
『
釈
論
』
の
関
係
を

紐
解
き
、
中
国
国
内
に
『
釈
論
』
の
足
跡
が
確
実
に
あ
っ
た
こ
と
を
論
証
し
て
い

き
た
い
。

四
、
道
宗
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
関
係

四
―
一
　『
遼
史
』
と
「
暘
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記
」
の
記
述

　

道
宗
（
生
没
一
〇
三
二
～
一
一
〇
一
・
在
位
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）
は
遼
代

の
第
八
代
皇
帝
で
あ
り
、
咸
雍
二
年
（
一
〇
六
六
）
に
国
号
の
「
大
契
丹
」
か
ら

「
大
遼
」
と
改
名
し
た
人
物
で
も
あ
る
（
契
丹
か
ら
遼
へ
の
改
名
は
二
度
目
）。
そ

の
生
い
立
ち
は
『
遼
史
』
巻
二
一
に
見
え
る
（
関
連
す
る
箇
所
に
傍
線
を
付
す
）。
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�
道
宗
孝
文
皇
帝
、
諱
洪
基
字
涅
鄰
小
字
査
刺
興
宗
皇
帝
長
子
。
母
曰
仁
懿
皇

后
蕭
氏
。
六
歳
封
梁
王
。

　
　

�

重
煕
十
一
年
、
進
封
燕
国
総
領
中
丞
司
事
。
明
年
、
総
北
南
院
樞
密
使
事
。

（
中
略
）
二
十
四
年
八
月
己
丑
興
宗
崩
、
即
皇
帝
位
於
柩
前
哀
慟
不
聴

23政
。

　

道
宗
は
七
代
興
宗
の
嫡
子
と
し
て
誕
生
し
、
母
は
仁
懿
皇
后
と
い
う
。
重
煕
二

四
年
（
一
〇
五
五
）
に
興
宗
が
崩
御
す
る
に
伴
い
即
位
し
、
興
宗
の
手
掛
け
た

『
契
丹
大
蔵
経
』
事
業
を
継
承
し
て
い
る
。
そ
の
詳
し
い
記
事
が
「
暘
台
山
清
水

院
創
造
蔵
経
記
」（
以
下
「
造
蔵
経
記
」）
に
確
認
で
き
る
（
関
連
す
る
箇
所
に
傍

線
を
付

24す
）。

　
　

暘
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記

　
　
　

燕
京
天
王
寺
文
英
大
徳
賜
紫
沙
門
志
延
撰

　
　
　

郷
貢
進
士
李
克
忠
書

　
　

�

暘
台
山
者
、
薊
壊
之
名
峰
、
清
水
院
者
、
幽
都
之
勝
槩
、
山
之
名
伝
諸
前

古
、
院
之
興
止
於
近
代
、
将
構
勝
縁
、
施
逢
信
士
、
今
優
婆
塞
南
陽
鄧
公
従

貴
、
善
根
生
得
、
浄
行
日
厳
、
咸
雍
四
年
三
月
捨
銭
三
十
万
、
葺
諸
僧
舍
、

又
五
十
万
募
同
志
、
印
大
蔵
経
凡
五
百
七
十
九
帙
、
創
内
外
蔵
而
龕
措
之
、

蔵
事
既
周
、
求
為
記
、
聊
叙
勝
因
、
俾
信
来
裔

　
　
　

咸
雍
四
年
歳
次
戌
申
三
月
癸
酉
朔
四
日
丙
子
記

　
　
　

燕
京
右
街
検
校
太
保
大
卿
沙
門
覚
苑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

通
天
門
外
共
御
石
匠
曹
辯

25鐫

　

選
者
は
沙
門
志
延
と
い
い
、
文
末
に
は
覚
苑
の
名
が
確
認
で
き
、
こ
の
二
人
は

大
蔵
経
雕
造
事
業
に
直
接
か
か
わ
っ
た
人
物
で
あ
る
と
判
断
で
き

26る
。
特
に
覚
苑

は
『
大
日
経
』
の
末
釈
を
撰
述
し
た
人
物
で
も
あ
る
。

　

当
の
『
契
丹
大
蔵
経
』
に
つ
い
て
は
、
咸
雍
四
年
（
一
〇
六
八
）
三
月
現
在
で

「
五
百
七
十
九
帙
」
が
雕
造
さ
れ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。『
契
丹
大
蔵
経
』
の
数

が
五
七
九
帙
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
一
〇
六
八
年
時
点
で
、『
釈
論
』
が
入
蔵
さ

れ
た
て
い
た
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
次
に
遼
代
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
受
容
さ
れ
た
形
跡
を
確
認
し
て
い
く
こ

と
に
し
た
い
。

四
―
二
　
遼
代
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
受
容
　
―
末
釈
と
関
連
典
籍
の
成
立
年
代
―

　

道
宗
に
関
連
す
る
『
釈
論
』
の
末
釈
、
な
ら
び
に
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』、

『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
の
記
事
を
確
認
し
て
い
こ
う
。
ま
ず
『
釈
論
』
の
末

釈
に
は
六
種
類
あ
ま
り
が
あ
る
。
そ
の
中
で
道
宗
と
関
連
す
る
も
の
は
三
種

（
㈢
・
㈣
・
㈥
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
理
解
考
究
の
た
め
六
種
す
べ
て
列
記
す
る

こ
と
に
し
た
い
。

　

㈠
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』	

唐
聖
法

27撰

　

㈡
『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』
三
巻	

唐
法
敏

28撰
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㈢
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
五
巻	

宋
法
悟
（
通
法
大
師
）

29撰

　
　

 
『
賛
玄
科
』
三
巻

　
　

 
『
大
科
』
一
巻

　

㈣
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
四
巻	

遼
志
福
（
慈
行
大
師
）

30撰

　
　

 

『
通
玄
科
』
三
巻

　
　

 

『
大
科
』
一
巻

　

㈤
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
六
巻	

宋
普
観
（
無
際
大
師
）

31撰

　
　

 

『
釈
摩
訶
衍
論
科
』
巻

32下

　

㈥
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
十
巻	
宋
守
瑧

33撰

　
　

 

『
通
賛
科
』
三
巻

　
　

 

『
大
科
』
一
巻

　

こ
こ
で
は
道
宗
と
関
係
す
る
㈢
・
㈣
・
㈥
の
記
事
を
見
て
い
こ
う
（
関
連
す
る

箇
所
に
傍
線
を
付
す
）。
こ
の
三
種
の
注
釈
書
は
、
す
で
に
道
宗
時
代
に
撰
述
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

34る
。
㈢
の
法
悟
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄

疏
』
に
は
以
下
の
記
事
が
確
認
で
き
る
。

　
　

�

摩
訶
衍
論
是
則
本
論
通
前
総
有
三
譯
、
然
斯
釈
論
、
肇
従
秦
代
、
迄
至
皇
朝

僅
七
百
年
間
、
未
曽
流
布
遘
一
千
運
内
、
方
遂
伝
通
、
我
聖
文
神
武
全
功
大

略
聦
仁
睿
孝
天
佑
皇
帝
、
位
纂
四
輪
、
道
逾
三
古
、（
中
略
）
至
於
禅
戒
両

行
・
性
相
二
宗
、
恒
切
熏
修
、
無
輟
披
翫
、
三
宝
荷
住
持
之
力
、
万
邦
飲
清

浄
之
風
、
功
徳
無
辺
、
称
揚
不
尽
、
粵
若
清
寧
紀
號
之
八
載
、（
中
略
）
皇

上
萬
樞
多
暇
、
五
教
皆
弘
、
乃
下
温
綸
、
普
搜
墜
典
、
獲
斯
宝
冊
、
編
入
華

龕
、
自
茲
以
來
、
流
通
寖
廣
、
此
論
也
、
総
十
軸
之
妙
釈
、
窮
五
分
之
微

詮
、
百
億
契
経
説
示
、
尽
皆
符
会
、
一
代
時
教
包
羅
、
無
所
闕

35遺
、

　

ま
ず
引
用
文
の
検
討
に
入
る
前
に
同
疏
の
序
文
に
は
道
宗
時
代
の
家
臣
の
名
が

確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
は
「
佰
伍
拾
戶
臣
耶
律
孝
傑
奉
勑
撰　

臣
聞
覚
皇
之
立
教

也
云

36々
」
と
あ
り
、「
耶
律
孝
傑
」
と
い
う
人
物
が
君
主
（
皇
帝
）
の
徳
を
讃
歎

し
て
い
る
内
容
と
わ
か
る
。
こ
の
人
物
は
『
遼
史
』
巻
二
四
の
道
宗
の
事
績
に
確

認
で
き
る
。「
五
年
春
正
月
壬
申
、
如
混
同
江
、
癸
酉
賜
宰
相
耶
律
孝
傑
名
仁

傑
・
・

37・
」
と
あ
り
、『
続
資
治
通
鑑
』
巻
七
四
に
は
「
元
豊
二
年
（
遼
太
平
五

年
）
春
正
月
壬
申
。
遼
主
如
混
同
江
、
耶
律
伊
遜
、（
旧
作
乙
辛
今
改
）、
薦
耶
律

孝
傑
云

38々
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

前
者
は
太
康
五
年
（
一
〇
七
九
）、
後
者
は
元
豊
二
年
（
一
〇
七
九
）
と
い
う

同
時
代
を
指
す
。
と
も
に
道
宗
在
位
の
年
代
で
あ
り
、
天
佑
皇
帝
は
道
宗
を
指

し
、
同
国
の
宰
相
を
務
め
る
耶
律
孝
傑
が
序
に
お
い
て
君
主
の
偉
業
を
述
べ
た
も

の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ

39る
。

　

そ
れ
で
は
『
釈
論
』
が
ど
の
よ
う
に
道
宗
に
見
出
さ
れ
た
の
か
を
引
用
文
を
見

て
い
く
。
そ
れ
に
は
『
釈
論
』
が
秦
代
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
約
七
百
年
間
の
長
き
に

わ
た
る
期
間
、
だ
れ
の
目
に
と
ま
る
こ
と
な
く
、
道
宗
皇
帝
の
時
に
発
見
さ
れ
た

と
す
る
。
後
半
の
説
に
目
を
向
け
る
と
、
清
寧
八
年
（
一
〇
六
二
）
に
道
宗
が
普
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く
散
逸
し
て
い
る
典
籍
を
捜
索
し
た
時
、
得
ら
れ
た
と
す
る
。
さ
ら
に
、「
獲
斯

宝
冊
、
編
入
華
龕
」
と
あ
る
よ
う
に
『
釈
論
』
を
『
契
丹
大
蔵
経
』
に
入
蔵
し
た

こ
と
が
理
解
で
き
る
。

　

こ
れ
ら
の
記
事
が
示
唆
す
る
の
は
、
道
宗
自
身
が
『
釈
論
』
を
イ
ン
ド
成
立
の

典
籍
と
し
て
見
て
お
り
、
大
乗
の
精
髄
を
究
め
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
こ
と
に

あ
る
。
こ
の
他
に
も
道
宗
が
自
ら
『
釈
論
』
を
研
究
し
て
い
た
と
見
做
し
得
る
記

述
が
あ
る
。

　
　

�

賜
号
曰
、
賛
玄
疏
皇
上
聴
政
之
餘
省
方
之
際
、
歴
刊
詳
而
在
手
咸
印
證
、
以

経
心
于
此
論
中
先
立
御

40解
。

　

法
悟
は
道
宗
が
『
釈
論
』
研
究
を
し
て
い
る
こ
と
を
、「
御
解
」
と
い
う
語
に

よ
っ
て
表
現
し
て
い
る
。
こ
れ
に
前
述
し
た
、「
□
□
上
人
墳
塔
記
」
に
あ
る
道

宗
が
『
釈
論
』
を
重
要
視
し
講
義
を
要
請
し
て
い
る
点
を
加
味
す
れ
ば
、
道
宗
が

国
家
を
あ
げ
て
、『
釈
論
』
研
究
を
盛
ん
に
さ
せ
た
と
評
価
し
て
も
大
過
な
い
で

あ
ろ
う
。
以
上
の
こ
と
か
ら
も
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
の
成
立
は
、
一
〇
七
九

年
前
後
に
成
立
し
た
と
い
う
こ
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

㈣
の
志
福
の
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
に
は
道
宗
自
身
の
序
文
が
あ
り
、『
釈

論
』
の
作
者
と
『
起
信
論
』
作
者
で
あ
る
馬
鳴
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
説
い
て

い
る
。

　
　

�

朕
聞
、
如
来
啓
運
具
四
智
、
以
流
徽
聖
教
、
談
微
応
三
乗
、
而
導
物
自
結

集
、
以
後
逮
伝
布
以
還
不
有
聖
賢
疇
能
啓
迪
、
故
馬
鳴
大
士
即
其
人
也
、

（
中
略
）
著
一
百
部
論
釈
、
百
億
契
経
或
華
文
以
立
名
、（
中
略
）
次
有
菩
薩

号
曰
龍
樹
、
思
報
師
恩
広
宣
論
意
造
釈
論
十

41巻
、

　

道
宗
が
世
に
流
布
す
る
聖
教
を
結
集
し
た
馬
鳴
の
徳
を
讃
え
て
い
る
。
続
き
を

見
る
と
作
者
で
あ
る
志
福
が
『
起
信
論
』
の
作
者
で
あ
る
馬
鳴
に
よ
っ
て
膨
大
な

数
の
論
釈
を
著
し
た
と
い
う
『
釈
論
』
の
説
を
踏
ま
え
て
、
そ
の
恩
に
報
い
る
た

め
に
著
さ
れ
た
の
が
一
〇
巻
本
の
『
釈
論
』
だ
と
紹
介
し
て
い
る
。

　

次
に
彼
の
肩
書
を
見
る
と
、「
大
遼
医
巫
閭
山
崇
禄
大
夫
守
司
徒
通
圓
慈
行
大

師
賜
紫
沙
門
志
福

42撰
」
と
あ
り
、
大
遼
の
名
を
確
認
で
き
る
。『
遼
史
』
巻
二
二

に
は
咸
雍
五
年
（
一
〇
六
九
）
に
「
僧
志
福
加
守
司

43徒
」
と
あ
り
同
鈔
の
記
事
と

一
致
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
は
一
〇
六
九
年
以
降
の

成
立
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

㈥
の
守
瑧
の
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
は
、
こ
れ
ま
で
義
天
の
『
新
編
諸
宗
教

蔵
総
録
』
に
の
み
名
前
が
確
認
で
き
る
と
さ
れ
、
実
物
は
確
認
で
き
な
い
状
態
で

あ
っ
た
（
日
本
に
は
請
来
さ
れ
て
い
な
い
）。
し
か
し
竺
沙
雅
章
が
『
契
丹
大
蔵

経
』
の
雕
造
年
代
を
考
察
し
た
際
、
新
出
の
資
料
と
し
て
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛

疏
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
科
』
を
紹
介
し
て
い
る
。
今
、
竺
沙
の
解
説
と
当

文
献
の
巻
下
と
刊
記
を
転
載
す
る
（
写
真
は
『
文
物
』
か
ら
の
も
の
を
使
用
）。
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�

要
す
る
に
聖
宗
時
雕
印
の
確
か
な
証
拠
は
ま
だ
見
出
せ
な
い
。
む
し
ろ
新
発

見
の
経
巻
の
な
か
で
、
雕
印
に
つ
い
て
も
っ
と
も
確
実
な
史
料
は
、『
釈
摩

訶
衍
論
通
賛
疏
』
巻
第
十
と
『
同
科
』
巻
下
と
の
刊
記
で
あ
る
。

　
　
　

咸
雍
七
年
十
月　

日
燕
京
弘
法
寺
奉

　
　
　

宣
校
勘
雕
印
流
通

　
　
　
　
　
　
　
　

殿
主
講
経
覚
慧
大
徳
臣

沙
門
行
安

勾
当

　
　
　
　
　

都
勾
当
講
経
詮
法
大
徳
臣

沙
門
方

矩
校
勘

　
　
　
　

右
街
天
王
寺
講
経
論
文
英
大
徳
賜
紫
臣

沙
門
志
延
校
勘

　
　
　

印
経
院
判
官
朝
散
郎
守
太
子
中
舍
驍
騎
慰
緋
魚
袋
臣
諱
資
睦
提
點

�

（『
館
刊
』
五
封
面
、『
文
物
』
一
九
八
二
―
六
図
五
）

　
　

�

こ
の
刊
記
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
実
を
物
語
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
。
先
ず
『
釈

摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
は
道
宗
朝
の
学
僧
守
臻
の
撰
述
で
十
巻
、
加
え
て
『
通

賛
科
』
三
巻
『
大
科
』
一
巻
あ
っ
た
こ
と
が
高
麗
義
天
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総

録
』
に
み
え
る
が
、
と
も
に
佚
し
て
伝
わ
ら
な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
。
今
回

発
見
さ
れ
た
の
は
そ
の
巻
十
と
『
科
』
巻
下
で
あ
り
、
前
者
は
毎
紙
二
十
八

行
行
十
二
か
ら
二
十
三
字
、
第
十
四
紙
背
に
「
宣
賜
燕
京
」
朱
印
が
捺
さ

れ
、
と
も
に
大
宗
か
ら
興
宗
の
諱
字
が
欠
筆
さ
れ
て
い
る
と
い

44う
。

　

竺
沙
説
で
は
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
と
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
科
』
の
刊
記

に
は
咸
雍
七
年
（
一
〇
七
一
）
十
月
に
志
延
と
い
う
僧
が
校
勘
し
た
と
す
る
記

述
、
そ
し
て
後
者
に
は
太
宗
と
興
宗
の
諱
字
の
欠
筆
が
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い

る
。

　

志
延
と
い
う
人
物
は
、
先
に
述
べ
た
「
造
蔵
経
記
」
に
登
場
す
る
人
物
で
あ

り
、
覚
苑
と
も
同
年
代
の
僧
と
い
う
こ
と
な
る
。
当
の
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』

を
著
し
た
守
瑧
は
咸
雍
七
年
（
一
〇
七
一
）
十
月
以
前
に
撰
述
し
て
い
る
こ
と
が

確
認
で
き
る
。
法
悟
、
志
福
、
守
瑧
は
か
な
り
近
い
時
期
に
『
釈
論
』
の
末
釈
を

撰
述
し
て
い
る
こ
と
に
な
り
、
且
つ
道
宗
の
同
論
に
対
す
る
特
有
の
理
解
が
あ
っ

た
こ
と
は
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

次
に
関
連
す
る
典
籍
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
は
覚
苑
の
『
大
日
経

義
釈
演
密
鈔
』
で
あ
る
。
こ
の
典
籍
は
そ
も
そ
も
一
行
（
六
八
三
～
七
二
七
）
禅

師
の
『
大
日
経
義

45釈
』
の
注
釈
書
と
い
う
性
格
を
有
す
る
密
教
典
籍
で
あ
る
。
こ
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の
成
立
は
序
文
に
お
い
て
確
認
で
き
、
太
康
三
年
（
一
〇
七

46七
）
に
完
成
し
た
と

記
録
さ
れ
て
い
る
。

　

今
、
そ
の
一
連
の
経
緯
が
確
認
で
き
る
箇
所
を
見
て
い
き
た
い
。

　
　

�

勒
成
十
四
卷
、
目
之
曰
義
釈
、
未
及
宣
演
玄
宗
幸
蜀
、
禅
師
沒
化
、
斯
文
尋

墜
、
洎
我
大
遼
興
宗
御
宇
、
志
弘
蔵
教
、
欲
及
邇
遐
、
勑
盡
雕
鎪
、
須
人
詳

勘
、
覚
苑
持
承
綸
旨
、
忝
預
校
場
、
因
採
群
詮
、
訪
獲
斯
本
、
今
上
継
統
、

清
寧
五
年
、
勅
鏤
板
流
行
、
上
来
六
段
不
同
、
総
是
第
一
文
、
前
聊
揀
已

47竟
。

　

興
宗
が
『
契
丹
大
蔵
経
』
を
雕
造
す
る
意
思
を
固
め
、
広
く
典
籍
蒐
集
を
行
っ

た
際
、
一
行
禅
師
の
『
大
日
経
義
釈
』
一
四
巻
を
見
出
し
、
大
蔵
経
に
入
蔵
す
る

こ
と
を
決
め
た
。
そ
の
際
、
覚
苑
は
当
典
籍
の
注
釈
書
を
著
す
必
要
性
を
感
じ
た

と
い
う
も
の
で
あ
る
。『
大
日
経
義
釈
』
が
雕
造
さ
れ
た
時
期
は
道
宗
の
治
世
、

清
寧
五
年
（
一
〇
五
九
）
で
あ
っ
た
と
す
る
。
遼
代
と
い
う
時
代
は
、
密
教
典
籍

理
解
に
対
し
て
蒐
集
活
動
や
注
釈
事
業
が
盛
ん
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い

る
。

　

一
方
で
、『
釈
論
』
と
の
関
連
を
考
え
る
と
、
覚
苑
は
『
大
日
経
義
釈
』
を
注

解
す
る
際
、『
釈
論
』
の
思
想
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
「
別
初
総
者
釈
論

解
云
謂
一

48切
」
と
い
う
記
事
か
ら
読
み
取
れ
る
。
何
故
、
密
教
典
籍
の
理
解
に

『
釈
論
』
の
説
を
採
用
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

上
記
の
「
釈
論
解
云
」
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
が
、
そ
も
そ
も
引
用
し
て
い
る

内
容
自
体
に
特
徴
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
釈
論
』
が
『
起
信
論
』
所
説
「
摩
訶
衍
者

総
説
有
二
種
」
云
云
を
「
摩
訶
衍
と
は
総
」
と
読
み
「
総
」
の
語
に
大
乗
の
義
を

総
摂
し
て
い
る
と
す
る
理
解
を
主
張
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
読
み

は
『
釈
論
』
以
外
の
『
起
信
論
』
注
釈
書
に
は
認
め
ら
れ
な
い
。

　

さ
ら
に
、
上
記
の
「
別
初
総
者
釈
論
解
云
謂
一
切
」
の
記
事
そ
の
も
の
が
、
志

福
の
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
と
ほ
ぼ
全
同
で
あ
る
こ
と
も
注
目
す
べ
き
点
で
あ

り
、
覚
苑
が
志
福
（『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』）
の
著
作
を
参
照
し
て
い
る
と
い
う

証
拠
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

で
は
「
釈
論
解
云
」
と
は
何
か
が
問
題
と
な
る
。
こ
れ
は
文
字
通
り
、「『
釈

論
』
に
つ
い
て
何
か
し
ら
の
理
解
を
持
っ
て
い
る
」
と
い
う
意
味
だ
と
捉
え
ら
れ

る
。
筆
者
は
、
道
宗
と
『
釈
論
』
に
深
い
関
係
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
る

49説
だ
と
推

考
す
る
。
以
下
に
そ
の
点
を
論
証
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
覚
苑
の
『
釈
論
』

理
解
に
関
連
性
を
指
摘
で
き
る
記
事
が
、
覚
苑
に
よ
る
道
宗
の
徳
を
讃
え
る
説
に

見
出
せ
る
の
で
確
認
し
た
い
。

　
　

�

我
天
佑
皇
帝
睿
文
冠
古
、
英
武
超
今
、
十
善
治
民
、
五
常
訓
物
、
博
綜
儒

経
、
有
詩
賦
碑
記
之
製
、（
中
略
）
尤
精
釈
典
、
有
讃
序
疏
章
之
作　

云
50云

　

覚
苑
は
、
道
宗
が
博
識
で
あ
り
多
く
の
典
籍
を
研
究
し
、
そ
の
注
釈
関
連
の
著

作
、
す
な
わ
ち
賛
や
序
、
疏
を
製
作
し
た
と
す
る
業
績
を
紹
介
し
て
い
る
。『
釈
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論
』
の
末
釈
が
製
作
さ
れ
た
背
景
、
そ
し
て
法
悟
が
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
に

お
い
て
「
御
解
」
と
説
い
た
こ
と
を
振
り
返
る
と
、
道
宗
の
意
向
を
受
け
た
こ
と

に
よ
り
撰
述
さ
れ
て
い
た
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

そ
し
て
道
宗
が
通
利
大
師
に
対
し
、『
釈
論
』
を
含
む
幾
つ
か
の
典
籍
の
講
義

を
所
望
し
て
い
る
記
事
も
見
逃
せ
な
い
。
こ
れ
に
前
述
し
た
「
造
蔵
経
記
」
に
覚

苑
が
『
契
丹
大
蔵
経
』
事
業
に
参
画
し
て
い
た
事
、
そ
し
て
道
宗
が
『
釈
論
』
を

特
別
視
し
て
い
た
事
を
総
合
的
に
評
価
す
れ
ば
、
覚
苑
が
『
大
日
経
』
と
い
う
密

教
の
典
籍
理
解
に
、『
釈
論
』
の
説
示
を
用
い
て
い
る
の
は
、
道
宗
の
影
響
が

あ
っ
た
と
見
做
し
て
も
無
理
で
は
な
い
と
考
え
る
。

　

そ
の
よ
う
に
見
る
と
、
当
初
述
べ
た
よ
う
に
道
宗
が
『
釈
論
』
に
対
す
る
理
解

を
何
ら
か
の
書
物
に
書
き
留
め
て
い
た
と
し
て
も
、
何
ら
不
思
議
で
は
な
い
と
い

え
よ
う
。

　

最
後
に
道

の
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
を
見
て
い
こ
う
。『
顕
密
円
通
成

仏
心
要
集
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
、
覚
苑
の
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
を
取
り
上

げ
る
箇
所
が
確
認
で
き
る
の
で
、
覚
苑
の
著
作
以
降
の
成
立
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
そ
れ
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
に
基
づ
く
。

　
　

�

密
教
心
要
者
。
謂
神
変
疏
鈔
。
曼
荼
羅
疏
鈔
。
皆
判
陀
羅
尼
教
。
是
密
円

51也
。

　

道

は
、
密
教
の
心
要
と
は
何
か
を
述
べ
る
際
、
そ
の
教
証
と
し
て
「
謂
神
変

疏
鈔
」
と
い
う
文
献
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
の
「
神
変
疏
鈔
」
の
名
は
、『
大
日

経
』
の
具
名
で
あ
る
『
大
毘
盧
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
の
「
神
変
」
を
意
識
し

た
も
の
で
あ
り
、「
疏
」
は
『
大
日
経
義
釈
』
を
示
唆
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
す
な
わ
ち
「
神
変
疏
鈔
」
と
は
、『
大
日
経
』
注
釈
書
の
末
釈
の
名
前
、『
大

日
経
義
釈
演
密
鈔
』
を
意
図
し
た
典
籍
で
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
証
拠
に
、「
神
変
疏
鈔
」
の
説
と
し
て
引
用
さ
れ
る
箇
所
を
『
大
日
経
義

釈
演
密
鈔
』
の
説
と
比
較
す
る
と
合
致
す

52る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
本
書
の
成
立
は

覚
苑
の
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
が
出
来
た
太
康
三
年
（
一
〇
七
七
）
以
降
で
あ

る
こ
と
は
お
お
よ
そ
判
明
す
る
。

　

で
は
道

は
一
体
何
者
な
の
か
。
多
田
孝
正
の
指
摘
を
紹
介
す
る
こ
と
で
理
解

の
一
助
と
し
た
い
。
多
田
説
で
は
、
道

が
覚
苑
や
『
釈
論
』
の
末
釈
家
と
同
等

の
待
遇
を
王
室
か
ら
受
け
た
と
は
考
え
が
た
い
と
し
な
が
ら
も
、
歴
代
皇
帝
の
行

在
所
の
寺
院
に
常
在
し
、
且
つ
漢
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
あ
る
程
度
の
知
名
度
の

あ
る
僧
で
あ
る
と
結
論
づ
け
て
い

53る
。

　

次
に
、
本
書
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
影
響
を
幾
つ
か
呈
示
し
た
い
。『
顕
密
円

通
成
仏
心
要
集
』
で
は
准
提
陀
羅
尼
を
密
教
と
規
定
す
る
説

54に
、『
釈
論
』
の
特

有
の
思
想
で
あ
る
不
二
摩
訶
衍
法
を
教
証
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
『
釈
論
』
の
不

二
摩
訶
衍
法
に
つ
い
て
も
以
下
の
よ
う
な
説
を
示
し
て
い
く
。

　
　

�
又
問
曰
夫
真
言
者
但
是
能
詮
言
教
即
以
声
名
句
文
為
体
。
何
得
判
為
円
円
果

海
。
答
云
若
作
此
問
。
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�
蓋
是
未
知
密
教
宗
旨
。（
中
略
）
況
密
宗
神
呪
。
當
顕
円
中
一
真
法
界
耶
。

又
釈
摩
訶
衍
論
。（
中
略
）
又
甚
深
玄
理
論
。
不
動
本
源
論
。
此
二
論
中
広

略
解
説
不
二
果
海
。
当
彼
二
論
中
能
詮
之
言
以
何
為
体
。
以
理
推
徵
。
即
知

以
不
二
果
海
為
体
。
彼
能
詮
言
当
尓
。
即
是
不
二
果
海
。
況
今
六
字
大
明
准

提
神

55呪
。

　
『
釈
論
』
の
不
二
摩
訶
衍
法
を
陀
羅
尼
で
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
同
法
を
説
く
と
さ
れ
る
『
釈
論
』
所
説
の
『
不
動
本
源
論
』
と
『
甚
深
玄

理
論
』
の
二
論
を
能
詮
の
立
場
と

56し
、
六
字
大
明
（
准
提
陀
羅
尼
）
＝
不
二
摩
訶

衍
法
を
所
詮
の
立
場
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。
こ
れ
は
真
言
密
教
で
主
張
す
る
不

二
摩
訶
衍
法
を
密
教
と
す
る
立
場
と
同
じ
、
か
つ
自
性
法
身
と
し
真
理
の
立
場
と

す
る
理
解
と
近
接
し
て
い

57る
。
も
う
一
点
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。

　
　

�

三
者
密
宗
神
呪
即
體
便
是
円
円
果
海
。
故
佛
不
得
。
如
釈
大
乗
論
説
。
円
円

海
仏
亦
不
得
。
今
六
字
大
明
准
提
神
呪
即
体
便
是
円
円
果
海

58也
。

　

こ
れ
は
『
釈
論
』
の
修
行
階
梯
と
し
て
知
ら
れ
る
「
三
十
三
法
門
」
が
背
景
に

あ
る
。
不
二
摩
訶
衍
法
を
「
性
徳
円
満
海
」
で
果
位
、
三
十
二
法
門
を
「
修
行
種

因
海
」
で
因
位
と
す
る
理
解
を
踏
襲
し
て
、
前
者
の
立
場
を
密
教
で
あ
り
、
六
字

大
明
准
提
陀
羅
尼
と
当
て
は
め
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
顕
教
の
立
場
は
三
十
二
法

門
で
あ
る
と
見
做
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
道

が
、『
釈
論
』
を

顕
密
優
位
論
を
展
開
す
る
典
籍
と
理
解
し
て
い
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。

　

遼
代
に
お
け
る
『
釈
論
』
の
末
釈
、
そ
し
て
密
教
の
典
籍
に
は
『
釈
論
』
の
思

想
が
強
く
影
響
を
あ
た
え
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
た
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
道

宗
と
い
う
為
政
者
の
庇
護
を
受
け
て
受
容
さ
れ
た
こ
と
は
、
中
国
圏
内
で
同
論
が

流
行
し
て
い
た
こ
と
を
傍
証
し
て
い
る
と
見
て
も
大
過
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
、
取
り
上
げ
た
典
籍
以
外
に
も
、
唐
代
に
お
い
て
早
い
時
期
に
『
釈
論
』

が
依
用
さ
れ
た
事
例
は
存
在
す
る
。
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
）
の
高
弟
の
一
人

で
あ
る
圭
峯
宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
『
円
覚
経
大
疏
釈
義

59鈔
』
や
『
円
覚

経
略
疏

60鈔
』
や
『
華
厳
経
行
願
品

61疏
』
に
お
い
て
引
用
さ
れ
て
い

62る
。
こ
れ
ま
で

の
検
討
で
得
ら
れ
た
知
見
と
関
連
事
項
を
年
代
順
に
列
挙
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

○
『
釈
論
』
に
関
わ
る
典
籍
の
成
立
年
代

　

・�『
釈
論
』
の
成
立
年
代
は
七
世
紀
後
半
か
ら
八
世
紀
前
半

　

・�

宗
密
（
七
八
〇
～
八
四
一
）
の
『
円
覚
経
大
疏
釈
義

63鈔
』
や
『
円
覚
経
略
疏

64鈔
』
や
『
華
厳
経
行
願
品

65疏
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。

　

・�

聖
法
の
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
は
八
世
紀
前
半
か
ら
九
世
紀
前
半
の
唐
代
で
成

立
し
て
い
る
。

　

・�
法
敏
の
『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』
は
少
な
く
と
も
九
世
紀
前
半
に
唐
代
で
成
立
し

て
い
る
。

　

・�

空
海
（
七
七
四
～
八
三
五
）
の
『
弁
顕
密
二
教

66論
』（
弘
仁
六
（
八
一
二
））

に
『
釈
論
』
が
引
用
さ
れ
て
い

67る
。
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・�

永
明
延
寿
（
九
〇
四
～
九
七
五
）
の
『
宗
鏡
録
』
は
九
六
一
年
に
撰
述
さ
れ

て
い
る
。

　

・�
通
利
大
師
は
一
〇
五
五
年
以
降
『
釈
論
』
の
講
義
を
し
て
い
る
。

　

・�

道
宗
（
一
〇
五
五
～
一
一
〇
一
）
に
は
『
釈
論
』
に
造
詣
が
深
く
著
作
が
あ

る
。

　

・�

道
宗
は
一
〇
六
二
年
に
『
釈
論
』
を
『
契
丹
大
蔵
経
』
に
入
蔵
し
て
い
る
。

　

・�

志
福
の
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
は
一
〇
六
九
年
以
降
に
成
立
し
て
い
る
。

　

・�

守
瑧
の
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
は
一
〇
七
一
年
以
前
に
成
立
し
て
い
る
。

　

・�

覚
苑
の
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
は
一
〇
七
七
年
に
成
立
し
て
い
る
。

　

・�

道

の
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
は
一
〇
七
七
年
以
降
に
成
立
し
て
い

る
。

　

・�

法
悟
の
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
は
一
〇
七
九
年
前
後
に
成
立
し
て
い
る
。

○
そ
の
他
の
『
釈
論
』
を
記
録
す
る
文
献
や
記
録

　

・�『
契
丹
大
蔵
経
』
は
一
〇
四
二
年
～
一
〇
六
八
年
の
間
に
五
七
九
帙
を
雕
印

し
て
い
る
。

　

・�「
石
経
塔
記
」
は
一
一
一
八
年
に
完
成
し
、『
釈
論
』
の
名
を
確
認
で
き
る
。

　

・�「
□
□
上
人
墳
塔
記
」
は
一
一
二
〇
年
に
完
成
し
、『
釈
論
』
の
名
を
確
認
で

き
る
。

　

・�「
造
蔵
塔
記
」
は
一
〇
六
八
年
に
完
成
し
、『
契
丹
大
蔵
経
』
の
記
事
が
確
認

で
き
る
。

○
他
国
と
の
関
係
　
―
大
蔵
経
関

68連
―

　

・�

高
麗
に
『
契
丹
大
蔵
経
』
が
一
〇
六
三
年
に
輸
入
さ
れ
る
。

　

・�

高
麗
は
初
雕
本
（
第
一
次
大
蔵
経
）
を
一
〇
八
七
年
に
完
成
（
モ
ン
ゴ
ル
軍

の
侵
略
に
よ
っ
て
す
べ
て
焼
失
し
て
い

69る
）。

　

・�

義
天
は
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
を
一
〇
九
〇
年
に
著
し
て
い
る
。

　

・�

義
天
は
「
高
麗
教
蔵
都
監
」
を
一
〇
九
一
年
に
設
置
し
て
い
る
。

　

・�

高
麗
は
再
雕
本
（
第
二
次
大
蔵
経
）
を
一
二
五
一
年
に
完

70成
。

　

明
ら
か
に
『
釈
論
』
に
関
連
す
る
典
籍
の
大
半
が
、
中
国
圏
内
に
お
い
て
集
中

し
て
い
る
の
が
確
認
で
き
る
。
時
期
と
し
て
は
お
よ
そ
八
世
紀
～
十
一
世
紀
に
か

け
て
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
長
期
的
に
中
国
国
内
で
『
釈
論
』
が
受
用
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
後
代
に
お
い
て
朝
鮮
半
島
へ
『
契
丹
大
蔵
経
』
が

輸
出
さ
れ
、
義
天
の
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
に
『
釈
論
』
の
名
が
記
載
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
て
、
朝
鮮
半
島
に
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
『
釈
論
』
が
輸
入
さ
れ

た
の
か
を
義
天
に
関
す
る
事
績
と
周
辺
事
情
か
ら
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
し
た

い
。

五
、�

義
天
と
『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
関
係�

―
現
行
『
高
麗
大
蔵
経
』
を
中
心
に
―
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筆
者
は
前
述
の
よ
う
に
『
釈
論
』
の
序
が
中
国
成
立
で
あ
る
根
拠
の
一
つ
と
し

て
則
天
文
字
使
用
の
形
跡
と
武
則
天
（
六
二
四
～
七
〇
五
（
在
位
六
九
〇
～
七
〇

五
））
が
執
筆
し
た
「
昇
仙
太
子
碑
」
と
実
叉
難
陀
訳
『
八
十
華
厳
経
』
の
序
を

依
用
し
て
い
る
こ
と
を
論
じ
た
。
つ
ま
り
『
釈
論
』
の
序
に
使
用
さ
れ
て
い
る
則

天
文
字
や
説
か
れ
る
弥
勒
信
仰
、
そ
し
て
本
文
に
説
か
れ
る
道
教
思
想
と
密
教
を

融
合
さ
せ
た
行
法
の
指
南
、
則
天
文
字
の
派
生
と
考
え
ら
れ
る
特
殊
文
字
を
使
用

し
て
い
る
な
ど
か
ら
、『
釈
論
』
作
者
は
武
則
天
の
政
治
情
勢
を
よ
く
把
握
し
た

人
物
で
あ
る
と
指
摘
し
た
。

　

房
山
石
経
の
『
釈
論
』
の
拓
本
を
見
る
と
、
則
天
文
字
の
「

」
で
は
な
く

「
天
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
づ

71く
。
こ
れ
は
底
本
と
な
っ
て
い
た
『
契

丹
大
蔵
経
』
に
入
蔵
さ
れ
た
『
釈
論
』
が
則
天
文
字
か
ら
新
字
体
に
置
換
後
の
典

籍
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

契
丹
は
唐
代
以
降
の
王
朝
で
あ
る
か
ら
、
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
て
い
な
い
文

献
（『
釈
論
』
の
底
本
）
を
参
照
し
て
、『
契
丹
大
蔵
経
』
に
入
蔵
し
て
い
る
と
推

定
で
き
る
。
こ
の
『
契
丹
大
蔵
経
』
が
一
〇
六
三
年
に
高
麗
に
輸
入
さ
れ
、
紆
余

曲
折
を
経
て
、
義
天
が
一
〇
九
一
年
に
中
国
か
ら
帰
国
し
た
後
、「
教
蔵
都
監
」

を
設
置
し
、『
高
麗
大
蔵
経
』（
第
二
次
開
版
の
再
雕
本
）
を
開
版
し
て
い
る
こ
と

を
勘
案
す
れ
ば
、『
契
丹
大
蔵
経
』
開
版
以
前
に
則
天
文
字
使
用
の
『
釈
論
』
が

高
麗
に
輸
入
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

則
天
文
字
か
ら
新
字
体
に
置
換
後
の
『
釈
論
』
の
高
麗
時
代
の
収
載
さ
れ
て
い

る
文
献
を
調
べ
る
と
、
現
行
（
第
二
次
大
蔵
経
）
の
『
高
麗
大
蔵
経
』
に
雕
造
さ

れ
て
い

72る
。
こ
れ
は
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
義
天
が
高
麗
に
帰
国
し
「
高
麗
教
蔵

都
監
」
を
一
〇
九
一
年
に
設
置
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
長
い
年
月
を
経
て
完
成
し

た
義
天
版
『
高
麗
大
蔵
経
』
の
こ
と
を
い
う
。
他
に
別
名
と
し
て
「
麗
本
」
と
称

す
る
。
日
本
で
は
『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
を
製
作
す
る
際
、
底
本
の
一
つ
と
な
っ

て
い
る
（
後
述
す
る
が
、『
釈
論
』
が
入
蔵
さ
れ
る
際
も
底
本
と
し
て
取
り
扱
わ

れ
て
い
る
）。

　

義
天
版
『
高
麗
大
蔵
経
』
に
雕
造
さ
れ
た
巻
数
ご
と
の
記
録
（
年
代
）
を
ま
と

め
る
と
以
下
の
よ
う
に
な

73る
。

　
　

巻
一　

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造

　
　

巻
二　

丁
未
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造

　
　

巻
三　

丁
未
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造

　
　

巻
四　

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造

　
　

巻
五　

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造

　
　

巻
六　

丁
未
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造

　
　

巻
七　

丁
未
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造

　
　

巻
八　

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造

　
　

巻
九　

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造

　
　

巻
十　

丙
午
高
麗
国
大
蔵
都
監
奉
勅
雕
造

　

歴
史
上
で
は
「
教
蔵
都
監
」
が
設
置
さ
れ
た
の
は
、
義
天
が
父
文
宗
の
創
建
し
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た
興
王
寺
で
あ
り
、
そ
の
時
代
は
宣
宗
八
年
（
一
〇
九
一
）
と
さ
れ
て
い
る
。
そ

こ
で
は
四
〇
〇
〇
巻
余
り
の
章
疏
類
の
開
版
が
な
さ
れ
た
。
こ
れ
が
先
述
し
た
現

行
の
『
高
麗
大
蔵
経
』
の
底
本
（
一
般
に
は
「
義
天
版
」
と
称
す
る
も
の
）
で
あ

る
。

　

こ
の
大
蔵
経
は
高
麗
・
契
丹
・
宋
・
日
本
の
諸
本
を
校
合
し
た
も
の
で
あ
る
と

知
ら
れ
て
い

74る
。
つ
ま
り
義
天
が
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総
録
』、
通
称
「
義
天
録
」

を
編
纂
し
た
一
〇
九
〇
年
の
翌
年
の
事
で
あ
り
、「
義
天
録
」
が
高
麗
（
朝
鮮
半

島
）
の
文
献
に
『
釈
論
』
の
名
が
確
認
で
き
る
最
初
の
文
献
で
あ
る
。

　

改
め
て
、
取
り
上
げ
た
年
代
に
あ
た
る
「
丙
午
」
や
「
丁
未
」
と
表
記
さ
れ
る

干
支
に
注
目
す
る
と
、「
丙
午
」
や
「
丁
未
」
は
西
暦
に
換
算
す
る
と
一
一
二
六

年
と
一
一
二
七
年
で
あ
る
。
つ
ま
り
義
天
の
入
寂
（
一
一
〇
一
）
し
た
後
に
雕
造

さ
れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

も
し
義
天
が
日
本
請
来
版
の
よ
う
に
則
天
文
字
採
用
の
『
釈
論
』
を
早
い
段
階

（
中
国
留
学
以
前
）
で
入
手
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
後
代
で
あ
る
が
同
じ
大
蔵
経

と
い
う
性
格
を
持
つ
、
複
数
の
版
を
用
い
て
校
合
し
て
い
る
『
大
正
新
脩
大
蔵

経
』
に
は
、「
天
册
＝

回
石
高
（
石
山
寺
本
と
高
野
本
の
こ
と
）」
と
い
っ
た
よ

う
な
注
記
は
存
在
し
て
も
お
か
し
く
な
い
が
確
認
で
き
な
い
。

　

さ
ら
に
、「
義
天
版
」
が
日
本
の
本
（
恐
ら
く
則
天
文
字
が
使
用
さ
れ
た
平
安

時
代
の
写
本
で
は
な
い
か
）
を
校
合
本
の
一
つ
と
し
て
用
い
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
、
当
用
漢
字
を
用
い
て
い
る
の
は
、
中
国
よ
り
請
来
し
て
い
る
契
丹
版
等
に
は

そ
の
よ
う
な
文
字
が
確
認
で
き
な
い
た
め
採
用
し
な
か
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
つ

ま
り
義
天
が
早
い
段
階
で
日
本
版
の
よ
う
な
則
天
文
字
使
用
の
本
を
入
手
し
て
い

る
可
能
性
は
低
い
よ
う
に
思
え
る
。

　

一
方
で
、『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
製
作
の
際
、『
釈
論
』
の
底
本
と
校
合
本
に
用

い
ら
れ
た
本
の
種
類
を
調
べ
る
と
、
麗
本
を
底
本
と
し
て
、
高
野
本
・
石
山
寺

本
・
万
徳
寺
本
・
宮
内
省
本
を
校
合
本
と
し
て
い
る
。
問
題
と
な
る
則
天
文
字
使

用
の
有
無
の
欄
に
は
『
高
麗
大
蔵
経
』
の
表
記
は
な
い
。

　

そ
の
こ
と
は
、
高
麗
版
に
は
当
初
よ
り
則
天
文
字
の
記
述
の
無
い
底
本
を
参
照

し
た
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
や
は
り
義
天
が
中
国
か
ら
膨
大
な

典
籍
を
蒐
集
す
る
以
前
、
い
ま
だ
高
麗
（
朝
鮮
半
島
）
に
は
『
釈
論
』
の
存
在
が

知
ら
れ
て
い
な
い
か
、
も
し
く
は
伝
聞
の
み
で
実
物
を
手
に
す
る
環
境
に
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
『
釈
論
』
朝
鮮
半
島
成
立
説
は
、
同
半
島
成
立
の
典
籍
を
同
論
造

論
の
際
に
依
用
し
て
い
た
こ
と
が
根
拠
と
さ
れ
て
き

75た
。『
釈
論
』
が
元
暁
の

『
金
剛
三
昧
経

76論
』
を
依
用
し
て
い
る
と
す
る
指
摘
で
あ
る
。
し
か
し
『
釈
論
』

が
影
響
を
強
く
受
け
て
い
る
法
蔵
（
六
四
三
～
七
一
二
）
の
著
作
（『
華
厳
経
探

玄
記
』）
に
も
元
暁
の
思
想
が
見
出
せ
る
こ
と
が
す
で
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

　

他
に
も
、
元
暁
の
著
作
が
李
通
玄
（
六
三
五
～
七
三
〇
・
六
四
六
～
七
四
〇
）

や
澄
観
（
七
三
八
～
八
三
九
）
と
い
っ
た
論
師
に
も
依
用
さ
れ
て
お

77り
、『
釈

論
』
作
者
と
さ
れ
る
龍
樹
も
、
元
暁
の
著
作
や
思
想
を
摂
取
す
る
こ
と
は
、
た
と

え
国
外
で
あ
っ
た
と
し
て
も
不
可
能
な
環
境
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

義
天
の
大
蔵
経
開
版
事
業
に
注
目
す
る
と
、
彼
は
中
国
に
正
式
に
入
国
す
る
だ
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け
で
な
く
密
入
国
を
し
て
ま
で
典
籍
を
蒐
集
す
る
こ
と
に
情
熱
を
傾
け
て
い
る
。

日
本
に
ま
で
典
籍
蒐
集
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
見
れ
ば
、
典

籍
交
渉
が
国
と
国
の
国
交
を
通
さ
ず
、
大
き
な
志
を
持
つ
有
志
ら
に
よ
っ
て
も
大

陸
間
で
の
典
籍
交
流
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
は
十
分
に
想
定
で
き
る
。

　

も
う
一
点
、『
釈
論
』
が
な
ぜ
イ
ン
ド
成
立
文
献
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た

の
か
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
そ
も
そ
も
『
釈
論
』
が
中
国
や
高
麗
（
義
天
の
理

解
）
で
イ
ン
ド
成
立
と
見
做
さ
れ
た
の
は
、
同
論
の
記
述
が
主
張
し
て
い
る
こ
と

だ
け
で
評
価
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
点
が
何
に
基
づ
く
の
か
い
さ
さ

か
私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　

そ
れ
を
考
え
る
の
に
有
効
な
情
報
を
提
供
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
、
梁
の
僧

祐
（
四
四
五
～
五
一
八
）
が
編
纂
し
た
『
出
三
蔵
記
集
』
に
以
下
の
記
述
が
確
認

で
き
る
。
こ
れ
は
今
日
ほ
ぼ
完
全
な
形
と
し
て
残
さ
れ
る
最
古
の
経
録
で
あ
り
、

仏
経
・
訳
経
の
起
源
に
つ
い
て
詳
し
く
記
し
て
お
り
、
失
訳
経
律
・
失
訳
雑
経
・

抄
経
・
疑
経
・
注
経
な
ど
の
目
録
に
つ
い
て
も
、
多
く
の
経
録
の
中
で
も
依
る
べ

き
も
の
と
さ
れ
て
い

78る
。
そ
れ
で
は
関
連
す
る
記
事
を
見
て
い
く
こ
と
に
し
た

い
。

　
　

�

仏
法
有
六
義
第
一
応
知
一
巻
（
未
得
本
）
六
通
無
碍
六
根
浄
業
義
門
一
巻

（
未
得
本
）。
右
二
部
。
斉
武
帝
時
。
比
丘
釈
法
願
抄
集
経
義
所
出
。
雖
弘
経

義
異
於
偽
造
。
然
既
立
名
号
則
一
部
。
懼
後
代
疑
乱
。
故
明
注
于
録
。
仏
所

制
名
数
経
五
巻
。
右
一
部
。
斉
武
帝
時
。
比
丘
釈
王
宗
所
撰
。
抄
集
衆
経
有

似
数
林
。
但
題
称
仏
制
。
懼
乱
名
実
。
故
注
于

79録
。

　

僧
祐
は
三
種
の
典
籍
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
①
『
仏
法
有
六
義
第
一
応
知
』、

②
『
六
通
無
碍
六
根
浄
業
義
門
』、
③
『
仏
所
制
名
数
経
』
の
典
籍
に
つ
い
て
、

①
と
②
の
典
籍
は
、
斉
の
武
帝
の
治
世
、
比
丘
釈
法
願
が
諸
経
の
エ
ッ
セ
ン
ス
を

抜
き
出
し
て
典
籍
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
経
典
の
教
え
を
弘
め
る
点
で
は
偽
作
と

異
な
る
が
、
後
代
の
人
が
疑
念
を
い
だ
く
こ
と
の
な
い
よ
う
確
実
に
注
記
す
る
と

あ
る
。

　

③
の
典
籍
に
つ
い
て
は
、
同
じ
く
斉
の
武
帝
の
治
世
、
比
丘
釈
王
宗
が
編
纂
し

た
も
の
で
あ
る
。
多
く
の
経
典
を
集
め
て
書
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
は

『
数
林
』
と
似
て
い
る
。
し
か
し
典
籍
名
に
「
仏
所
制
」
と
い
う
題
名
が
混
乱
を

き
た
す
恐
れ
が
あ
る
の
で
注
記
し
て
お
く
、
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

僧
祐
と
い
う
人
物
は
、
後
代
の
人
が
正
し
い
教
え
と
誤
っ
た
教
え
を
区
別
で
き

な
く
な
る
こ
と
を
憂
慮
し
明
確
に
偽
経
排
除
を
推
し
進
め
た
人
物
で
あ
る
。
そ
う

い
っ
た
典
籍
を
大
蔵
経
に
入
蔵
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
書
か

れ
た
書
籍
で
あ

80る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
釈
論
』
の
成
立
以
前
に
お
い
て
も
偽
撰
疑
惑
の
あ
る
典
籍
を

あ
る
一
定
の
管
理
下
に
お
い
て
選
定
し
て
お
り
、
典
籍
が
主
張
す
る
情
報
の
み
を

頼
り
と
し
て
理
解
し
て
い
る
も
の
で
は
な
い
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
無
論
、『
釈

論
』
に
お
い
て
は
古
い
経
録
に
そ
の
名
を
確
認
で
き
な
い
た
め
、
入
蔵
、
入
録
の

対
象
か
ら
除
外
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
う
る
。
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一
方
で
、
当
時
の
政
治
情
勢
、
さ
ら
に
は
王
室
の
意
向
に
よ
っ
て
も
、
典
籍
の

取
り
扱
わ
れ
方
に
多
少
の
異
な
り
が
生
じ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
れ
に
関
連
す
る
指
摘
が
牧
田
諦
亮
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
て
い
る
。
牧
田
説
で

は
偽
経
製
作
の
動
機
と
目
的
に
つ
い
て
六
項
目
を
挙
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
第

一
に
「
主
権
者
の
意
に
副
わ
ん
と
し
た
も
の
」、
第
二
に
「
主
権
者
の
施
政
を
批

判
し
た
も
の
」、
第
三
に
「
中
国
伝
灯
思
想
と
の
調
和
や
優
劣
を
考
慮
し
た
も

の
」、
第
四
に
「
特
定
の
教
義
信
仰
を
鼓
吹
し
た
も
の
」、
第
五
に
「
現
存
し
た
特

定
の
個
人
の
名
を
標
し
た
も
の
」、
第
六
に
「
療
病
・
迎
福
な
ど
の
た
め
の
迷
信

に
類
す
る
も
の
」、
と
し
て
分
析
し
て
い

81る
。

　
『
釈
論
』
の
場
合
、
経
典
で
は
な
く
、
ま
た
遼
代
で
製
作
さ
れ
た
典
籍
で
は
な

い
た
め
、
偽
経
製
作
の
動
機
と
し
て
必
ず
し
も
合
致
す
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か

し
『
釈
論
』
が
遼
代
で
流
通
し
た
要
因
を
検
討
す
る
に
は
有
効
な
指
摘
で
あ
る
の

で
理
解
の
一
助
と
し
た
い
。

　

再
度
、『
釈
論
』
の
遼
代
の
流
通
を
考
え
る
と
、
明
ら
か
に
『
釈
論
』
は
王
室

の
意
向
に
よ
っ
て
石
経
事
業
や
末
釈
製
作
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
遼
の
歴
代
の
皇

帝
の
な
か
で
も
道
宗
を
中
心
と
し
た
王
室
の
受
用
姿
勢
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
う
す

る
と
『
釈
論
』
を
重
用
し
た
当
時
の
統
治
者
で
あ
る
道
宗
が
、
い
か
な
る
理
解
に

基
づ
い
て
『
釈
論
』
を
重
用
し
た
の
か
、
彼
の
人
物
像
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

　

道
宗
に
つ
い
て
指
摘
し
て
い
る
鎌
田
茂
雄
の
論
考
が
あ
る
の
で
紹
介
し
た
い
。

　
　

�

遼
代
密
教
の
起
る
社
会
的
背
景
を
考
え
る
に
、
ま
ず
遼
代
の
契
丹
人
民
族
の

生
活
意
識
を
問
題
と
し
よ
う
。（
中
略
）
こ
の
よ
う
な
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
世

界
観
を
も
つ
民
衆
が
、
密
教
受
容
の
社
会
的
基
盤
と
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で

き
な
い
と
思
う
。
遼
代
密
教
が
純
正
な
密
教
で
な
く
、
陀
羅
尼
を
重
視
し
、

現
世
利
益
を
目
的
と
し
た
通
俗
密
教
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
よ
う
な
社
会

的
背
景
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
釈
摩
訶
衍
論
は
道
宗
の
清

寧
八
年
（
一
〇
六
二
）、
道
宗
の
命
に
よ
り
、
広
く
墜
典
を
捜
索
し
た
時
に

得
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
道
宗
は
本
論
を
発
見
し
、
自
ら
研
究

し
、
遼
代
高
僧
は
こ
れ
に
従
っ
た
。（
中
略
）
唐
の
法
蔵
の
華
厳
は
、
貴
族

主
義
的
な
絶
対
肯
定
主
義
の
哲
学
思
想
で
、
庶
民
の
生
活
の
性
格
意
識
と
は

無
関
係
な
思
想
で
あ
っ
た
が
、
遼
の
支
配
者
が
、
中
国
的
中
央
集
権
国
家
を

樹
立
す
る
に
さ
い
し
て
、
範
を
唐
朝
に
と
っ
た
た
め
に
、
唐
代
仏
教
を
代
表

す
る
華
厳
を
採
用
し
た
こ
と
は
大
き
な
意
味
が
あ
る
と
思
う
。
し
か
し
遼
代

密
教
で
は
華
厳
を
単
に
道
具
と
し
て
用
い
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
華
厳
と
融

合
し
た
密
教
と
い
え
ば
、
高
度
な
哲
学
的
仏
教
を
考
え
る
が
、
遼
代
密
教
は

決
し
て
そ
の
よ
う
な
も
の
で
な
か
っ

82た
。

　

鎌
田
は
、
遼
代
の
仏
教
が
華
厳
と
密
教
が
融
合
し
た
、
独
特
な
密
教
文
化
を
形

成
し
た
も
の
と
論
じ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
も
特
に
『
釈
論
』
が
道
宗
に
重
用
さ

れ
、
密
教
の
理
解
に
も
大
き
く
影
響
を
与
え
た
と
す
る
。
以
上
の
指
摘
は
合
理
性

が
あ
り
、
今
後
の
同
論
の
思
想
構
造
を
検
討
す
る
上
で
非
常
に
有
用
な
も
の
と
い

え
よ
う
。
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ま
た
こ
の
問
題
に
関
連
し
た
論
考
に
、
木
村
清
孝
も
遼
代
仏
教
に
け
る
密
教
融

合
に
つ
い
て
、
前
述
し
た
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
を
取
り
上
げ
、
当
代
が
顕

密
双
修
の
重
要
性
と
総
合
仏
教
の
一
典
型
を
示
し
て
い
る
と
す
る
興
味
深
い
指
摘

を
し
て
い

83る
。
筆
者
も
両
氏
の
見
解
を
支
持
し
た
い
。

ま
と
め

　

本
研
究
は
遼
代
に
け
る
『
釈
論
』
の
流
通
を
と
お
し
て
、『
釈
論
』
が
ど
の
よ

う
な
経
緯
を
経
て
取
り
扱
わ
れ
て
き
た
の
か
、
従
来
ほ
と
ん
ど
検
討
さ
れ
て
い
な

い
点
か
ら
検
討
を
試
み
た
。

　
『
釈
論
』
に
は
則
天
文
字
の
使
用
が
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
同
論
は
中
国
圏
内
の

国
家
の
施
策
と
密
接
に
関
連
し
た
典
籍
で
あ
る
。
そ
れ
が
、
遼
代
に
な
る
と
道
宗

の
政
策
を
示
唆
す
る
資
料
（
房
山
石
経
の
資
料
や
遼
代
の
記
録
、
通
理
大
師
の
事

績
）
を
基
に
検
討
し
た
結
果
、
彼
の
重
用
す
る
姿
勢
が
影
響
を
与
え
、
末
釈
を
製

作
す
る
機
運
を
高
め
、
密
教
典
籍
に
も
依
用
さ
れ
る
程
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
し

た
。

　

道
宗
は
『
釈
論
』
を
真
撰
と
し
て
見
て
、
そ
の
内
容
を
講
義
す
る
よ
う
時
の
論

師
（
通
理
大
師
）
に
要
請
し
、
道
宗
自
ら
も
『
釈
論
』
の
注
釈
書
を
著
す
ほ
ど
造

詣
が
深
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
の
影
響
を
受
け
た
論
師
達
が
末
釈
を
製

作
し
、
密
教
典
籍
理
解
に
も
『
釈
論
』
理
解
を
取
り
入
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ

の
間
、『
契
丹
大
蔵
経
』
と
し
て
高
麗
に
輸
入
さ
れ
、
後
に
義
天
版
『
高
麗
大
蔵

経
』
に
も
入
蔵
さ
れ
て
い
る
。

　

日
本
で
は
、
出
自
が
不
明
な
典
籍
で
あ
り
、
後
代
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り

扱
わ
れ
て
き
た
の
か
検
討
さ
れ
な
い
ま
ま
、
独
特
な
思
想
を
と
く
偽
書
と
し
て
処

理
さ
れ
て
き
た
が
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
う
で
は
な
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

本
研
究
で
は
、
客
観
的
に
『
釈
論
』
が
受
用
さ
れ
た
形
跡
が
中
国
圏
内
に
集
中

し
て
い
る
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
一
方
、
高
麗
の
義
天
が
『
新
編
諸
宗
教
蔵
総

録
』（
義
天
ま
で
の
中
国
の
目
録
に
は
『
釈
論
』
は
入
録
さ
れ
て
い
な
い
）
や
義

天
版
『
高
麗
大
蔵
経
』
を
編
纂
す
る
際
に
、『
釈
論
』
を
経
蔵
と
大
蔵
都
監
に
取

り
入
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
、『
釈
論
』
の
流
通
が
遼
代
を
媒
介
と
し
て
大
き
く

花
開
い
た
こ
と
も
鮮
明
に
な
っ
た
。

　

元
暁
の
著
作
を
『
釈
論
』
が
依
用
し
て
い
た
と
す
る
指
摘
に
つ
い
て
は
、
思
想

的
に
朝
鮮
半
島
の
関
係
は
確
か
に
認
め
ら
れ

84る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、『
釈

論
』
作
者
以
前
に
存
在
し
た
論
師
（
中
国
）
た
ち
も
参
照
（
元
暁
の
著
作
）
し
て

い
る
形
跡
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
か
ら
分
か
る
よ
う
に
、『
釈
論
』
作
者
が
中
国

に
い
た
と
し
て
も
元
暁
の
著
作
を
参
照
し
得
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
朝
鮮
半

島
成
立
の
典
籍
を
依
用
し
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
同
半
島
成
立
と
す
る
主
張
は

成
り
立
た
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

さ
ら
に
、『
釈
論
』
が
遼
代
の
仏
教
思
想
の
中
核
で
あ
っ
た
密
教
の
理
解
に
大

い
に
取
り
入
れ
ら
れ
、
同
時
に
『
釈
論
』
の
末
釈
が
製
作
さ
れ
て
い
る
点
も
確
認

で
き
た
こ
と
は
、
遼
仏
教
の
思
想
に
、
そ
の
特
性
（
同
論
の
作
者
と
さ
れ
る
独
特

な
龍
樹
観
や
三
十
三
法
門
と
い
っ
た
思
想
）
を
色
濃
く
反
映
さ
せ
た
こ
と
に
よ
っ

て
成
し
得
た
事
績
と
評
価
で
き
る
。
こ
れ
ま
で
検
討
し
て
き
た
、『
釈
論
』
が
中
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国
国
内
で
成
立
し
た
こ
と
を
強
化
す
る
点
で
あ
る
。

　

作
者
に
つ
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
出
身
あ
る
い
は
中
国
出
身
者
の
い
ず
れ
か
に
な

る
で
あ
ろ
う
が
、
本
考
察
に
お
い
て
明
ら
か
に
な
っ
た
よ
う
に
、
典
籍
の
流
通
が

大
陸
間
で
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
現
段
階
で
は
東
ア
ジ
ア
圏
内
の
人
物
で

あ
り
、
且
つ
朝
鮮
半
島
と
中
国
の
仏
教
事
情
を
知
り
得
る
人
物
で
あ
る
と
し
か
言

え
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

　

最
後
に
、
本
研
究
に
お
い
て
『
釈
論
』
の
依
用
・
影
響
を
受
け
た
典
籍
や
思
想

に
つ
い
て
は
、
関
係
が
あ
る
と
指
摘
し
た
の
み
で
詳
し
く
考
察
を
加
え
ら
れ
な

か
っ
た
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
、
今
後
探
求
し
徐
々
に
明
ら
か
に
し
て
い
き
た

い
。注

１　

拙
稿
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情　

―
序
の
記
述
と
武
則
天
と
則
天
文
字

―
」（『
密
教
学
研
究
』
五
〇　

二
〇
一
八
）

２　

拙
稿
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
「
六
馬
鳴
」
に
つ
い
て
」（『
東
洋
学
研

究
』
五
四　

二
〇
一
七
）、
拙
稿
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
に
お
け
る
密
教
的
な
も
の　

―
架
空
経
典
を
中
心
に
―
」（『
仏
教
文
化
学
会
紀
要
』
二
六　

二
〇
一
七
）

３　

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」（
同
著
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五　

大

東
出
版　

一
九
七
五　

五
一
五
―
五
一
二
）

４　

鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
六
五　

六
〇
四
―
六
一
八
）

５　

ま
ず
、
房
山
石
経
に
お
け
る
先
行
研
究
に
塚
本
善
隆
の
成
果
が
あ
る
。
こ
れ
は

石
経
寺
院
の
歴
史
や
設
立
の
内
情
等
を
精
査
し
た
（
塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続

刻
事
業
」『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五　

大
東
出
版　

一
九
七
五
）。
次
に
塚
本
の
成

果
を
も
と
に
若
干
の
修
正
を
加
え
た
、
気
賀
沢
保
規
を
編
者
と
し
刊
行
さ
れ
た

『
中
国
仏
教
石
経
の
研
究
』
が
あ
る
（
気
賀
沢
保
規
「
緒
論　

―
「
房
山
石
経
」

新
研
究
の
意
味
」『
中
国
仏
教
石
経
の
研
究
』
東
京
大
学
学
術
出
版　

一
九
九
六
）。

６　

塚
本
善
隆
編
『
望
月
仏
教
大
辞
典
』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会　

一
九
八
八　

二

九
〇
八
―
二
九
一
一
）
を
参
照
し
た
。

７　
「
大
遼
涿
州
鹿
山
雲
居
寺
続
秘
蔵
石
経
塔
記
」（『
金
石
萃
編
』
国
風
出
版
社　

中
華
民
国
五
三
年　

一
九
六
四　

二
九
四
四
―
二
九
四
五
）

８　

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」（
同
著
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五　

大

東
出
版　

一
九
七
五　

五
〇
三
）

９　
『
契
丹
大
蔵
経
』
が
い
つ
頃
か
ら
雕
造
さ
れ
た
か
に
つ
い
て
は
、
竺
沙
雅
章

「『
開
宝
蔵
』
と
『
契
丹
蔵
』」（
古
典
研
究
会
編
『
国
書
漢
籍
論
集
』
汲
古
書
院　

一
九
九
一
）
に
興
味
深
い
指
摘
が
あ
る
。
そ
れ
は
本
研
究
と
い
み
じ
く
も
共
通
し

た
分
野
で
あ
る
『
釈
論
』
の
末
釈
に
関
す
る
記
述
か
ら
見
出
さ
れ
る
と
す
る
。

１０　

藤
本
幸
夫
「
高
麗
大
蔵
経
と
契
丹
大
蔵
経
に
つ
い
て
」（
気
賀
沢
保
規
編
『
中

国
仏
教
石
経
の
研
究
』
京
都
大
学
学
術
出
版　

一
九
九
六　

二
五
六
―
二
六
五
）

藤
本
は
現
在
九
十
一
種
一
四
七
巻
に
つ
い
て
若
干
の
誤
植
を
修
正
し
列
挙
し
て
い

る
。

１１　

小
野
玄
妙
「
契
丹
大
蔵
経
（
私
案
）」（
小
野
玄
妙
編
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
別

巻
仏
典
総
論　

一
九
九
一　

六
九
一
―
七
〇
三
）

１２　

竺
沙
雅
章
「
契
丹
大
蔵
経
小
考
」（
内
田
吟
風
博
士
頌
寿
記
念
会
編
『
内
田
吟

風
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
論
集
』
同
朋
舎　

一
九
七
八　

三
一
四
―
三
一
五
）

１３　

竺
沙
雅
章
「
契
丹
大
蔵
経
小
考
」（
内
田
吟
風
博
士
頌
寿
記
念
会
編
『
内
田
吟

風
博
士
頌
寿
記
念
東
洋
史
論
集
』
同
朋
舎　

一
九
七
八　

三
一
八
）
尚
、
竺
沙
は

以
降
の
説
に
お
い
て
、
妻
木
説
の
妥
当
性
を
再
検
証
し
、「
わ
ず
か
一
か
所
だ
け

の
相
違
で
あ
っ
て
も
、
異
な
る
と
こ
ろ
が
存
在
す
る
以
上
、
房
山
石
経
＝
契
丹
蔵

の
帙
号
が
『
随
函
録
』
に
よ
っ
た
も
の
と
は
い
え
な
い
。
わ
れ
わ
れ
は
次
に
、
両

者
の
う
ち
ど
ち
ら
が
よ
り
『
開
元
録
』
に
合
す
る
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
訂
正
す
べ
き
点
を
呈
示
し
て
い
る
（
同
著　

三
一
八
―
三
二
一
）。

１４　

妻
木
直
良
「
契
丹
に
於
け
る
大
蔵
経
雕
造
の
事
実
を
論
ず
」（『
東
洋
学
報
』
二　

一
九
一
二
）
を
参
さ
れ
た
い
。
小
川
貫
弌
『
大
蔵
経　

―
成
立
と
変
遷
』（
百
華
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苑　

一
九
六
四
）、
そ
し
て
小
川
の
指
摘
を
簡
潔
に
整
理
し
て
い
る
、
竺
沙
雅
章

「
契
丹
大
蔵
経
小
考
」（
内
田
吟
風
博
士
頌
寿
記
念
会
編
『
内
田
吟
風
博
士
頌
寿
記

念
東
洋
史
論
集
』
同
朋
舎　

一
九
七
八
）
の
論
考
は
大
変
参
考
に
な
る
。

１５　
「
暘
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記
」（『
金
石
萃
篇
』
掃
葉
山
房　

一
九
二
六　

一

五
三
）
こ
れ
に
は
道
宗
の
咸
雍
四
年
（
一
〇
六
八
）
に
『
契
丹
大
蔵
経
』
は
「
五

百
七
十
九
帙
」
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

１６　

竺
沙
雅
章
「『
開
宝
蔵
』
と
『
契
丹
蔵
』」（
古
典
研
究
会
編
『
国
書
漢
籍
論
集
』

汲
古
書
院　

一
九
九
一
）

１７　

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」（
同
著
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五　

大

東
出
版　

一
九
七
五　

五
一
一
―
五
一
三
）

１８　

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」（
同
著
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五　

大

東
出
版　

一
九
七
五　

五
〇
四
）
に
詳
し
い
。
参
照
さ
れ
た
い
。

１９　
『
新
集
蔵
経
音
義
随
函
録
』
高
麗
大
蔵
経
三
四　

一
〇
五
三
下
―
一
〇
五
五
中

２０　
『
新
集
蔵
経
音
義
随
函
録
』
高
麗
大
蔵
経
三
四　

一
〇
五
五
中
―
一
〇
五
八
下

２１　
『
遼
文
存
』
六
（
出
版
地
不
明　

東
京
大
学
東
洋
文
化
研
究
所
所
蔵
本　

№
二

九
三
三　

九
丁
右
―
左
）
尚
、
作
者
に
つ
い
て
は
本
書
の
末
尾
、『
遼
文
存
』
六

巻
「
金
石
」
三
五
丁
左
に
は
以
下
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
（
東
大
本
が
管
見

の
限
り
最
も
古
い
も
の
と
考
え
て
参
照
し
て
い
る
）。

　
　

�

□
□
上
人
墳
塔
記
（
八
面
刻　

沙
門
惟
和
正
書　

天
慶
十
年

次
庚
子
九
月
二

十
三
日
乙
寺　

在
房
山
小
龍
村
）

２２　

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」（
同
著
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五　

大

東
出
版　

一
九
七
五　

五
一
〇
―
五
一
二
）

２３　
『
遼
史
』
二
一
（『
四
部
備
要
』
三
三　

中
華
書
局
輯
刊　

一
九
三
六　

八
五
）

２４　

こ
れ
ま
で
当
文
献
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、『
契
丹
大
蔵
経
』
の
有
無
と
時

期
を
検
証
す
る
資
料
と
さ
れ
て
き
た
。『
釈
論
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
管
見
の
限

り
活
用
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

２５　
「
暘
台
山
清
水
院
創
造
蔵
経
記
」（『
金
石
萃
篇
』
掃
葉
山
房　

一
九
二
六　

一

五
三
）

２６　

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」（
同
著
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五　

大

東
出
版　

一
九
七
五　

五
三
六
）

２７　
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
卍
続
蔵
経
七
二　

七
三
一
上
―
七
三
四
上

２８　
『
釈
摩
訶
衍
論
疏
』
卍
続
蔵
経
七
二　

七
三
五
上
―
八
二
七
下　

ま
た
こ
の
論

書
は
本
朝
の
石
山
寺
本
を
対
校
本
と
し
て
い
る
。

２９　
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
卍
続
蔵
経
七
二　
『
賛
玄
疏
』
と
『
大
科
』
は
義
天
録

に
基
づ
く
。
以
降
の
志
福
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
の
『
通
玄
科
』
と
『
大
科
』、

そ
し
て
守
瑧
『
釈
摩
訶
衍
論
通
賛
疏
』
と
『
通
賛
科
』
と
『
大
科
』
も
同
様
（『
新

編
諸
宗
教
蔵
総
録
』
大
正
蔵
五
五　

一
一
七
五
中
）。

３０　
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
卍
続
蔵
経
七
三　

一
三
五
上
―
二
六
九
上

３１　
『
釈
摩
訶
衍
論
記
』
卍
続
蔵
経
七
三　

一
上
―
一
六
〇
上

３２　
『
釈
摩
訶
衍
論
科
巻
下
』
卍
続
蔵
経
九
五　

六
六
三
上
―
六
八
八
上

３３　

竺
沙
雅
章
「『
開
宝
蔵
』
と
『
契
丹
蔵
』」（
古
典
研
究
会
編
『
国
書
漢
籍
論
集
』

汲
古
書
院　

一
九
九
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

３４　

妻
木
直
良
「
契
丹
に
於
け
る
大
蔵
経
彫
造
の
事
実
を
論
ず
」（『
東
洋
学
報
』
二　

一
九
六
七　

三
二
四
―
三
二
八
）、
塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」（
同
著

『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五　

大
東
出
版　

一
九
七
五　

五
一
五
―
五
一
九
）、
鎌
田

茂
雄
「
遼
代
密
教
の
澄
観
の
華
厳
」（
同
著
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』
一
九

六
五　

六
〇
五
―
六
一
八
）、
横
内
裕
人
「
高
麗
続
蔵
経
と
中
世
日
本　

―
院
政

期
の
東
ア
ジ
ア
世
界
観
―
」（『
仏
教
史
学
研
究
』
四
五　

二
〇
〇
二　

六
―
七
）

等
で
あ
る
。

３５　
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
卍
続
蔵
経
七
二　

八
四
八
中

３６　
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
卍
続
蔵
経
七
二　

八
二
九
上

３７　
『
遼
史
』
二
四
（『
四
部
備
要
』
三
三　

中
華
局
輯
刊　

一
九
三
六　

九
三
）

３８　
『
続
資
治
通
鑑
』
七
四
（『
四
部
備
要
』
四
一　

中
華
局
輯
刊　

一
九
三
六　

七

六
三
）

３９　
『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
五
（
大
東
出
版
社　

一
九
九
四　

二
七
―
二
八
）、
中
村

正
文
（
本
然
）「
釈
摩
訶
衍
論
の
成
立
に
関
す
る
諸
資
料
」（
平
川
彰
編
『
仏
教
研

究
の
諸
問
題
』
山
喜
房
仏
書
林　

一
九
八
七　

一
〇
一
―
一
〇
四
）
こ
こ
で
は

『
仏
書
解
説
大
辞
典
』
の
説
を
紹
介
す
る
森
田
竜
僊
の
解
説
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
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『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
の
項
に
は
以
下
の
よ
う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。「
大
遼
の

末
に
属
す
る
延
禧
帝
の
大
臣
耶
律
大
石
が
西
域
地
方
を
征
服
し
、
土
耳
斯
坦
の
起

兒
漫
に
い
た
り
、
即
位
し
て
自
か
ら
天
佑
皇
帝
と
称
し
、
国
を
西
遼
と
号
し
た
」

と
あ
る
。
恐
ら
く
中
村
は
こ
の
説
を
参
照
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
先
行
研

究
で
は
、
道
宗
を
別
人
と
し
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。
天
佑
皇
帝
を
西
遼
の
天
祐
皇

帝
（
遼
が
滅
亡
し
た
際
、
契
丹
人
を
連
れ
て
西
に
お
い
て
建
国
し
た
王
朝
で
あ

る
）
と
す
る
耶
律
大
石
と
理
解
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
分
か
り
づ
ら
く
混
同
し

て
し
ま
う
だ
ろ
う
が
、
年
代
・
記
述
で
も
相
違
し
て
い
る
。

４０　
『
釈
摩
訶
衍
論
賛
玄
疏
』
卍
続
蔵
経
七
二　

八
二
九
中

４１　
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
卍
続
蔵
経
七
三　

一
六
一
上

４２　
『
釈
摩
訶
衍
論
通
玄
鈔
』
卍
続
蔵
経
七
三　

一
六
二
上

４３　
『
遼
史
』
二
二
（『
四
部
備
要
』
三
三　

中
華
局
輯
刊　

一
九
三
六　

八
八
）

４４　

竺
沙
雅
章
「『
開
宝
蔵
』
と
『
契
丹
蔵
』」（
古
典
研
究
会
編
『
国
書
漢
籍
論
集
』

汲
古
書
院　

一
九
九
一　

六
一
九
―
六
二
一
）、
同
著
「
遼
代
華
厳
宗
の
一
考
察　

―
主
に
、
新
出
華
厳
宗
典
籍
の
文
献
学
的
研
究
―
」（『
大
谷
大
学
研
究
年
報
』
四

九　

一
九
九
七
）
に
詳
し
い
。
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
『
文
物
』
に
転
写
さ
れ
て

い
る
当
該
文
献
で
あ
る
が
あ
ま
り
鮮
明
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
竺
沙
の
資
料
を
転

載
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
ま
た
本
文
に
あ
る
写
真
は
『
文
物
』
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
も
の
を
転
写
し
た
も
の
で
あ
る
（
文
物
出
版
社　

一
九
八
二　

六
）。

４５　
『
大
日
経
義
釈
』
卍
続
蔵
経
三
六　

五
七
〇
上
―
九
八
六
下

４６　
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
卍
続
蔵
経
三
七　

二
下
―
三
上
「
今
我
天
佑
皇
帝
睿

文
冠
古
英
武
超
今
十
善
治
民
五
常
訓
物
博
綜
儒
經
有
詩
賦
碑
記
之
製
錦
爛
華
明
允

彰
乎
教
化
尤
精
釋
典
有
讚
序
疏
章
之
作
山
輝
川
媚
聿
在
乎
修
行
于
茲
䆳
旨
夙
促
宸

懷
爰
命
𤨏
才
俾
宣
秘
呪
因
咸
雍
初
提
總
中
京
大
夫
慶
寺
屬
以
時
緣
再
興
未
肆
迺
有

副
留
守
守
衛
尉
卿
隴
西
牛
鉉
守
司
空
悟
玄
通
圓
大
師
弼
公
洎
僧
首
紫
褐
師
德
百
有

餘
人
同
致
書
曰
伏
聞
毗
盧
大
教
旨
趣
宏
深
疏
（
中
略
）
大
康
三
年
忽
降
綸
旨
令
進

神
變
經
疏
鈔
科
則
密
教
司
南
時
至
矣
於
是
敬
酬
聖
澤
兼
副
輿
情
強
摭
群
詮
謬
成
斯

解
目
之
曰
演
密
鈔
會
於
前
冬
詔
赴
行
在
面
奉
進
呈
勅
令
雕
印
墜
典
斯
興
仁
王
之
力

也
覺
苑
智
虧
宿
種
見
匪
生
知
徒
然
爝
火
之
明
曷
益
曦
輪
之
照
庶
俾
來
者
共
踐
玄
涯

爾
。」

４７　
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
卍
続
蔵
経
三
七　

九
上

４８　
『
大
日
經
義
釋
演
密
鈔
』
卍
続
蔵
経
三
七　

一
四
上

４９　

塚
本
善
隆
「
遼
代
の
石
経
続
刻
事
業
」（
同
著
『
塚
本
善
隆
著
作
集
』
五　

大

東
出
版　

一
九
七
五　

五
〇
八
）

５０　
『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
卍
続
蔵
経
三
七　

二
下

５１　
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
大
正
蔵
四
六　

九
九
三
下

５２　

一
例
を
示
す
と
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
の
「
神
變
鈔
云
。
千
流
萬
派
起
自

崑
崙
積
石
之
山
。
十
二
分
經
出
乎
總
持
祕
密
之
藏
・
・
・
」（
大
正
蔵
四
六　

一

〇
〇
一
下
）『
大
日
経
義
釈
演
密
鈔
』
三
七　

一
八
上
―
下
「
千
流
萬
派
起
自
崑

崙
積
石
之
山
十
二
分
經
出
乎
總
持
秘
密
之
藏
・
・
・
」
と
合
致
し
て
い
る
。
詳

し
く
は
、
多
田
孝
正
「
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
の
六
字
大
明
を
め
ぐ
っ
て
」（『
印

仏
研
』
三
六
―
二　

一
九
八
八
）、
遠
藤
純
一
郎
「『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
に

於
け
る
顕
密
観
」（『
蓮
華
寺
仏
教
研
究
所
紀
要
』
一　

二
〇
〇
八
）
に
詳
し
い
。

参
照
さ
れ
た
い
。

５３　

多
田
孝
正
「
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
の
六
字
大
明
を
め
ぐ
っ
て
」（『
印
仏
研
』

三
六
―
二　

一
七
二
）「
賜
紫
加
官
の
優
遇
を
受
け
た
人
物
と
は
見
え
な
い
が
、

仏
教
を
尊
愛
す
る
皇
帝
の
巡
幸
を
受
け
る
程
の
大
寺
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
か

ら
、
当
時
全
く
の
無
名
の
学
僧
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
し
、
大
同
出
身
の
漢
人
で
あ

る
か
ら
、
遼
代
に
お
け
る
仏
教
の
社
会
的
状
況
も
よ
く
把
握
し
て
い
た
に
ち
が
い

な
い
」
と
論
じ
て
い
る
。
筆
者
も
多
田
説
を
支
持
す
る
。

５４　
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
大
正
蔵
四
六　

一
〇
〇
四
上
―
中
「
一
切
陀
羅
尼

皆
被
不
思
議
圓
根
。
故
佛
頂
頌
云
。
神
通
勝
化
不
思
議
。
陀
羅
尼
門
最
第
一
。
今

有
未
曾
鑽
仰
密
教
者
。
多
云
陀
羅
尼
藏
唯
被
下
根
。
斯
言
甚
謬
。
且
諸
經
中
說
陀

羅
尼
。
或
名
最
上
乘
或
名
無
上
乘
。
或
名
金
剛
乘
或
名
不
思
議
乘
。
豈
可
唯
被
下

根
耶
。
故
清
涼
云
。
以
淺
為
深
有
符
理
之
得
。
以
深
為
淺
有
謗
法
之
愆
。
冀
諸
學

者
。
切
宜
留
心
。
不
得
固
執
先
聞
而
生
輕
忽
。
五
天
中
夏
。
顯
密
雙
明
方
是
通

人
。」

５５　
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
大
正
蔵
四
六　

一
〇
〇
三
中
―
下
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５６　
『
釈
摩
訶
衍
論
』
大
正
蔵
三
二　

六
〇
二
下
「
不
動
本
原
甚
深
玄
理
二
種
論
中

唯
釋
一
法
。
所
餘
法
門
略
不
別
釋
。
云
何
為
一
法
所
謂
不
二
摩
訶
衍
法
。
廣
說
略

說
各
差
別
故
。」

５７　
『
弁
顕
密
二
教
論
』
弘
大
全
一　

四
八
〇
「
喩
曰
。
不
二
摩
訶
衍
及
圓
圓
海
徳

諸
佛
者
即
是
自
性
法
身
。
是
名
秘
密
蔵
。
亦
名
金
剛
頂
大
教
王
。
等
覚
十
地
等
不

能
見
聞
故
得
秘
密
號
。
具
如
金
剛
頂
経
説
。」

５８　
『
顕
密
円
通
成
仏
心
要
集
』
大
正
蔵
四
六　

一
〇
〇
三
中

５９　
『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
卍
続
蔵
経
一
四　

八
九
六
上

６０　
『
円
覚
経
略
疏
之
鈔
』
卍
続
蔵
経
五
一　

三
八
七
中

６１　
『
華
厳
経
行
願
品
疏
』
卍
続
蔵
経
七　

八
五
三
上　
『
釈
論
』
の
六
馬
鳴
説
示
を

引
い
て
い
る
（『
釈
摩
訶
衍
論
』
大
正
蔵
三
二　

五
九
四
中
）。

６２　

本
稿
で
は
『
釈
論
』
の
成
立
問
題
を
主
題
と
し
て
い
る
の
で
、
真
言
密
教
に
お

け
る
『
釈
論
』
の
受
容
傾
向
に
は
言
及
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
空
海
と
恵
果
、
そ

し
て
般
若
三
蔵
と
通
理
大
師
と
の
関
連
に
つ
い
て
は
米
田
弘
仁
の
指
摘
が
あ
る
。

「
晩
年
の
空
海
が
重
視
し
た
と
も
言
わ
れ
る
『
心
地
観
経
』
は
、
父
母
・
衆
生
・

国
王
・
三
宝
の
四
恩
が
説
か
れ
て
い
る
こ
と
で
有
名
で
あ
る
が
、
そ
の
恩
と
い
う

思
想
を
強
調
し
た
論
述
の
み
ら
れ
る
の
が
ほ
か
で
も
な
い
『
釈
論
』
で
あ
る
。
し

か
も
『
釈
論
』
で
は
た
だ
単
に
恩
の
思
想
を
説
く
だ
け
で
は
な
く
、
根
本
無
明
に

対
す
る
報
恩
を
説
く
（
巻
四
・
上
半
三
日
下
〔
大
正
三
二
・
六
二
四
頁
中
〕）
と

い
っ
た
、
常
途
の
も
の
よ
り
も
さ
ら
に
一
歩
踏
み
込
ん
だ
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い

る
。（
中
略
）
こ
こ
で
般
若
の
訳
経
と
『
釈
論
』
と
の
類
縁
性
を
暗
示
す
る
興
味

深
い
資
料
の
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
そ
れ
は
遼
の
道
宗
皇
帝
お
よ
び

通
理
大
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
房
山
雲
居
寺
の
石
経
事
業
に
つ
い
て
、
記
し
た
志

才
の
「
雲
居
寺
続
秘
蔵
石
経
塔
記
」（『
金
石
萃
編
』
巻
百
五
十
三
所
収
）
で
あ

る
。（
中
略
）
通
理
大
師
が
他
の
経
論
に
見
向
き
も
せ
ず
に
『
釈
論
』
と
般
若
の

訳
経
と
の
み
を
特
別
に
選
ん
で
鐫
刻
し
た
し
た
と
い
う
事
実
は
、
彼
が
、
こ
の
両

者
に
何
ら
か
の
類
縁
性
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
案
じ
す
る
も
の
で
あ
り
、
資
料
的

に
も
大
い
に
注
目
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。（
中
略
）
少
な
く
と
も
『
釈
論
』

と
般
若
の
訳
経
と
の
両
者
に
関
係
性
あ
り
と
す
る
の
が
筆
者
の
独
善
で
は
な
い
こ

と
を
こ
の
資
料
よ
り
知
る
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
て
い
る
。（
米
田

弘
仁
「
空
海
の
『
釈
摩
訶
衍
論
』
伝
承　

―
『
釈
摩
訶
衍
論
』
重
視
の
理
由
―
」

（『
密
教
学
研
究
』
三
五　

二
〇
〇
三　

六
五
―
六
六
））

６３　
『
円
覚
経
大
疏
釈
義
鈔
』
卍
続
蔵
経
一
四　

八
九
六
上
「
名
為
釋
論
。
准
龍
樹

菩
薩
摩
訶
衍
論
中
説
。
馬
鳴
菩
薩
。
約
一
百
本
了
義
大
乘
經
。
造
此
起
信
論
。
即

知
此
論
通
釋
百
本
經
中
義
也
。
此
經
亦
是
其
數
。
但
彼
論
立
名
小
殊
。
若
不
憑
菩

薩
開
示
之
文
。
如
何
疑
情
決
了
。
故
須
以
論
為
釋
義
之
定
量
也
。
前
後
有
廣
用
諸

論
處
。
其
意
皆
然
。
疏
但
論
約
等
者
。
論
意
已
知
。
經
約
悟
淨
勝
劣
者
。
初
淨
解

超
過
勞
慮
。」
と
あ
る
。

６４　
『
円
覚
経
略
疏
鈔
』
卍
続
蔵
経
五
一　

三
八
七
中
「
名
為
釋
論
準
龍
樹
菩
薩
摩

訶
衍
論
中
說
馬
鳴
菩
薩
約
一
百
本
了
義
大
乘
經
造
此
起
信
論
即
知
此
論
通
釋
百
本

經
中
義
也
此
經
亦
是
其
數
但
彼
論
立
名
小
殊
若
不
憑
菩
薩
開
示
之
文
如
何
疑
情
決

了
故
須
以
論
為
釋
義
之
定
量
也
前
後
有
廣
用
諸
論
處
其
意
皆
然
又
論
但
約
覺
染
麤

細
經
約
悟
靜
勝
劣
今
用
論
者
分
齊
一
也
又
因
互
顯
兩
義
俱
通
。」
と
あ
る
。

６５　
『
華
厳
経
行
願
品
疏
』
卍
続
蔵
経
七　

八
五
三
上
「
馬
鳴
菩
薩
是
佛
滅
度
六
百

年
後
出
世
故
摩
訶
摩
耶
經
云
如
來
滅
度
六
百
歲
已
諸
外
道
等
邪
見
競
興
毀
滅
佛
法

有
一
比
丘
名
曰
馬
鳴
善
說
法
要
降
伏
一
切
諸
外
道
輩
即
宗
百
本
大
乘
經
乃
造
起
信

論
等
也
」
と
あ
る
。

６６　
『
弁
顕
密
二
教
論
』
弘
大
全
一　

四
八
〇
「
喩
曰
。
不
二
摩
訶
衍
及
圓
圓
海
徳

諸
佛
者
即
是
自
性
法
身
。
是
名
秘
密
蔵
。
亦
名
金
剛
頂
大
教
王
。
等
覚
十
地
等
不

能
見
聞
故
得
秘
密
號
。
具
如
金
剛
頂
経
説
。」

６７　

小
峰
彌
彦
編
著
『
空
海
読
み
解
き
事
典
』（
本
郷
書
房　

二
〇
一
四　

三
六
八

―
三
七
一
）
尚
、
空
海
の
『
弁
顕
密
二
教
論
』
が
唐
代
に
活
躍
し
た
海
雲
（
～
八

三
四
～
）
が
、
唐
代
の
金
胎
両
部
の
付
法
次
第
記
と
し
て
太
和
八
年
（
八
三
四
）

に
著
し
た
『
両
部
大
法
相
承
師
資
付
法
記
』
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち

「
修
瑜
伽
者
發
菩
提
心
。
住
阿
字
觀
觀
法
不
生
即
是
住
毘
盧
遮
那
胎
藏
。
如
顯
教

大
乘
仁
王
般
若
云
。
伏
忍
聖
胎
三
十
人
十
住
十
行
十
迴
向
此
名
地
前
三
十
心
。
名

住
聖
胎
也
。
此
約
顯
教
漸
悟
菩
薩
地
前
修
行
。
經
一
大
阿
僧
祇
劫
。
始
名
住
聖
胎

菩
薩
。
由
名
外
凡
夫
修
真
言
行
菩
薩
則
不
如
是
。
於
一
念
頃
具
足
五
智
身
。
住
大
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毘
盧
遮
那
佛
位
。
廊
周
法
界
為
曼
荼
羅
體
纔
住
心
名
入
聖
胎
。
觀
至
究
竟
名
成
佛

位
。
是
名
超
越
三
僧
祇
劫
而
證
菩
提
。
上
來
具
明
眙
藏
教
意
。
謹
依
顯
密
二
教
界

略
敘
其
由
。」（
大
正
蔵
五
一　

七
八
七
上
）
と
あ
る
よ
う
に
、
海
雲
は
空
海
が
密

教
の
論
書
と
し
て
『
釈
論
』
を
取
り
扱
っ
て
い
る
姿
勢
を
知
っ
て
い
た
の
で
は
な

い
か
と
予
想
さ
れ
る
。

６８　

横
内
裕
人
「
高
麗
大
蔵
経
と
中
世
日
本　

―
院
政
期
の
東
ア
ジ
ア
世
界
観
―
」

（『
仏
教
史
学
研
究
』
四
五　

二
〇
〇
二
）
の
『
高
麗
大
蔵
経
』
と
続
蔵
経
に
関
す

る
図
示
を
参
照
し
た
。
こ
の
他
に
も
、
野
沢
佳
美
『
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア　

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史　

―
中
国
・
高
麗
篇
―
』
三
（
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
五
）
も
参
考
と
し
て
い
る
。

６９　

野
沢
佳
美
『
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア　

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史　

―
中

国
・
高
麗
篇
―
』
三
（
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
五　

八
六
）

７０　

野
沢
佳
美
『
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア　

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史　

―
中

国
・
高
麗
篇
―
』
三
（
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
五　

八
九
）

７１　

房
山
石
経
の
釈
論
の
拓
本
は
中
村
本
然
氏
所
蔵
の
も
の
閲
覧
し
、
刊
本
に
つ
い

て
は
国
立
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
し
た
。

　
　

http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2575094?tocO
pened=1

７２　
『
釈
摩
訶
衍
論
』
高
麗
大
蔵
経
三
七　

九
八
九

７３　
『
釈
摩
訶
衍
論
』
高
麗
大
蔵
経
三
七　

巻
一
は
一
〇
〇
一
上
・
巻
二
は
一
〇
一

四
上
・
巻
三
は
一
〇
二
四
下
・
巻
四
は
一
〇
三
五
上
・
巻
五
は
一
〇
四
三
下
・
巻

六
は
一
〇
五
一
中
・
巻
七
は
一
〇
五
八
下
・
巻
八
は
一
〇
六
四
下
・
巻
九
は
一
〇

七
二
下
・
巻
十
は
一
〇
七
八
上

７４　

野
沢
佳
美
『
シ
リ
ー
ズ
・
ア
タ
ラ
ク
シ
ア　

印
刷
漢
文
大
蔵
経
の
歴
史　

―
中

国
・
高
麗
篇
―
』
三
（
立
正
大
学
情
報
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
五　

八
六

―
八
七
）

７５　

石
井
公
成
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
の
成
立
事
情
」（
鎌
田
茂
雄
博
士
還
暦
記
念
論
集

刊
行
会
編
『
中
国
の
仏
教
と
文
化
』
一
九
八
八　

三
六
二
）

７６　

伊
吹
敦
「
元
暁
の
著
作
の
成
立
時
期
に
つ
い
て
」（『
東
洋
学
論
叢
』
三
一　

二

〇
〇
六
）
こ
れ
は
元
暁
の
著
作
成
立
時
期
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
て
い
る
。
参
照

さ
れ
た
い
。

７７　

福
士
慈
稔
『
新
羅
元
暁
研
究
』（
大
東
出
版
社　

二
〇
〇
四　

一
八
五
―
二
九

九
）
に
詳
し
い
。
参
照
さ
れ
た
い
。

７８　

牧
田
諦
亮
『
牧
田
諦
亮
著
作
集
（
疑
経
研
究
）』
一
（
臨
川
書
店　

二
〇
一
四　

二
〇
）

７９　
『
出
三
蔵
記
集
』
大
正
蔵
五
五　

三
九
中

８０　

船
山
徹
『
仏
典
は
ど
う
漢
訳
さ
れ
た
の
か
』（
岩
波
書
店　

二
〇
一
五　

一
三

四
―
一
三
五
）

８１　

牧
田
諦
亮
『
牧
田
諦
亮
著
作
集
（
疑
経
研
究
）』
一
（
臨
川
書
店　

二
〇
一
四　

五
〇
―
一
〇
〇
）
詳
し
い
。
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
船
山
徹
『
仏
典
は
ど
う
漢

訳
さ
れ
た
の
か
』（
岩
波
書
店　

二
〇
一
五　

一
三
〇
―
一
三
三
）
に
も
詳
し
い
。

８２　

鎌
田
茂
雄
『
中
国
華
厳
思
想
史
の
研
究
』（
東
京
大
学
出
版
会　

一
九
六
五　

六
〇
四
―
六
一
八
）

８３　

木
村
清
孝
『
中
国
仏
教
思
想
史
〈
パ
ー
プ
ル
叢
書
〉』（
世
界
聖
典
刊
行
協
会　

一
九
九
一　

二
〇
四
―
二
〇
六
）

８４　

中
村
本
然
「『
釈
摩
訶
衍
論
』
所
説
の
魔
・
外
道
・
鬼
・
神
に
つ
い
て　

―

「
広
釈
魔
事
対
治
門
」
を
中
心
と
し
て
―
」（『
智
山
学
報
』
六
七　

二
〇
一
八
）

に
詳
し
い
。
参
照
さ
れ
た
い
。

キ
ー
ワ
ー
ド

釈
摩
訶
衍
論
・
中
国
成
立
・
房
山
石
経
・
遼
代


